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巻頭言 

本学は、開学以来、建学の精神「捨我精進」に基づき、「経験値教育により他者と支え合う人

間の育成」を掲げています。その間、30年以上の生涯学習の歴史を誇り「地域と共に歩む大学」

として、地域に開かれた大学づくりを推進しています。 

平成 25年度から推進している文部科学省の地(知)の拠点整備事業「<地域>と<大学>をつなぐ

経験値教育プログラム」は、最終年度の 5年目を迎えました。 

この間、尼崎市や尼崎商工会議所、尼崎市社会福祉協議会の提携先や多くのＮＰＯ、自治会な

どの市民団体の方々と連携し、「健康づくり」「学校教育」「生涯学習」「子ども・子育て支援」の

領域で、「町の相談室」において地域のニーズを発掘し、地域と共に地域課題の解決に取り組む教

育、研究のプログラム開発を推進してきました。さらに、課題の解決のための体制構築、そして

学生と地域の人々が協働して地域で学び、地域に学びさらに地域へ学びの還元を行う、循環型の

経験値教育の具現化に取り組みました。 

平成 28 年度から、大学 2 年次生全員が、地域をフィールドにして、学部学科を横断して取り

組む「つながりプロジェクト」という PBL 型の必修科目を開講しました。この科目で、学生は地

域で学ぶことにより、学部、学科の枠を超えた学生間のつながりができるとともに、受け入れ先

の地域の方々の間で新たなつながりも生まれ、学生を核に地域が活性化されることをめざして生

き生きと活動しています。 

教職員や協働していただいている地域の方々の様々なご尽力により、学生は地域での学びを通

して、安心して、失敗と成功体験を繰り返し経験し、確実に経験値教育を実践しており、<地域>

と<大学>をつなぐ経験値教育プログラムの具現化が進展してきています。改めて地域とのつなが

りの大切さと教育改革の確かな手ごたえを感じています。 

本事業は平成 27年度からは、「地（知）の拠点大学による地方創生事業」として発展し、地域

社会のニーズに合った人材養成のための教育改革に取り組んでいます。本事業の推進により、主

体的に、多面的に課題に向き合える女性を育成し、地域創生の一翼を担う取り組みを推進してま

いります。 

今後も、地(知)の拠点整備事業の経験を踏まえ、地域課題解決への貢献という本学の開学以来

の使命を息の長い取り組みとして、継続してまいりたいと考えております。 

本報告書は、平成 29年度に実施しました「地(知)の拠点整備事業」の活動をまとめたものです。

学内外の皆様にご高覧いただき、変わらぬご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

平成 30 年 3月 

園 田 学 園 女 子 大 学 

園田学園女子大学短期大学部 

学長 川島 明子 
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 １ はじめに  
―ヒューマンケア実現に向けた人材養成 

人間看護学科は、2006 年度に開設され、昨

年度 10 周年記念行事を挙行しました。本学に

人間看護学科が開設された目的は、以下のと

おり記されています。 

少子高齢化の進展、医療技術の進歩、疾病

構造の変化等、看護を取り巻く社会状況は大

きな転換期を迎え、人びとの価値観やニーズ

はますます多様化、複雑化し、より充実した

生のあり方を模索しています。このような背

景のもと、保健・医療・福祉の活動領域では、

在宅医療の充実や疾病予防の促進が緊急課題

であり、地域社会との共生という視点で、そ

れぞれの分野の専門家と連携し、地域で活躍

できる看護専門職が求められています。 

そこで私たちのめざす人間看護学科は、こ

のような社会環境の変化と時代のニーズに応

えるために、人間の誕生から死に至るまでの

ライフサイクルにおける人びとの健康と自己

実現の支援を使命としています。人の「いの

ち」、「生活」、「人生」と主体的に向き合い、

他の専門家や関係諸機関との連携を図りなが

ら協働・共創し、さまざまな分野で「地域と

の共生に根ざしたヒューマンケア」を実現で

きる看護職の育成を目指しています。さらに、

看護学の教育・研究・実践を通して、地域・

社会との「共生と共創」を目指しながら人び

とが安心して健康な生活を送ることができる

よう地域ケアのネットワーク構築の発展に寄

与することを目的としています。 

開設以来本学科では、本学の「捨我精進」

の精神に則り、「ヒューマンケアの実現」のた

め看護師・保健師・助産師の養成に加え養護

教諭Ⅰ種養成も行ってきました。卒業生は、

2018 年 3月に卒業した 9期生を含み約 730 人

が看護職者として巣立っていきました。彼女

たちは、看護師・助産師・保健師そして養護

教諭として、本学での学びを基盤に兵庫県内

はもとより近畿圏を中心に活躍を続けていま

す。特に初期の卒業生は、中堅期に入り、実

習施設では後輩である在校生の実習指導を担

当するようになってきました。 

 

 

さて、2017 年 4 月に迎えた入学生は 12 期生

となり、「SONODA の看護教育」はこれまでの

創設 10 年の歩みを基盤にした次への飛躍の

時期を迎えています。本学科では看護師コー

スに加え、保健師・助産師・養護教諭 1 種の

３つの選択コースを特徴あるカリキュラムと

して設定しており、平成 27 年度入学生から 3

年次の領域実習を終えた 3 月に、自分の適性

や進路を考えたうえで保健師コース、助産師

コースの選考試験が受験できるようになって

います。 

それでは、ここで資格教育の変遷について、

少し振り返りをしておきましょう。 

 

（１）保健師看護師統合カリキュラム 

開設から 2012 年度入学生までは、保健

師看護師統合カリキュラムで教育を展開し

てきました。このカリキュラムでは、看護

師・保健師の国家試験受験資格を全員に付

与するとともに、助産師課程を選択制で設

置しました。3 年次後期に選抜一次試験を行

い、4 年次前期に選抜二次試験を行い、保健

師助産師看護師学校養成所指定規則の必要

単位を満たすべく、授業・演習・実習を展

開してきました。これらとともに、養護教

諭Ⅰ種免許に関する必要単位を修得した学

生には、卒業時にその免許を付与していま

した。 

さらにこのカリキュラムでは、本学科の

特徴ある取組みの一つである「まちの保健

室実習」を低学年次に設定し、看護の対象

をすべての健康段階にある人々とし、ヘル

スプロモーションの理念の理解を促し、対

象のニーズに応じた健康教育の実施も含め

た実習を展開してきました。 

 

（２）看護師教育をメインに置きながら、保

健師・助産師・養護教諭Ⅰ種コースを併設 

2013 年度からのカリキュラムでは、大学

卒業要件を満たす学生全員に看護師国家

試験資格を付与しています。あわせて、保

健師・助産師の国家試験受験資格を取得す

るための選択コース、養護教諭Ⅰ種免許を

取得するための選択コースの 3 選択コー
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スを設置しています。 

選択制の保健師課程では、2 年次後期

（2015 年度入学生からは 3 年次後期）に

選抜試験を実施し、合格者は、保健師課程

に進みます。保健師課程では、保健師国家

試験受験資格を得るために保健師助産師

看護師学校養成所指定規則に定められた

単位を修得するため、授業・演習・実習を

履修します。必要な単位を修得した学生に

保健師国家試験受験資格を付与していま

す。また選択制の助産師課程では、従来ど

おり 3 年次後期に選抜一次試験を実施し、

授業・演習を履修したうえでさらに 4 年次

前期に選抜二次試験を実施しています。そ

の後助産学実習に臨み、必要な単位を修得

した学生に助産師国家試験受験資格を付

与しています。 

養護教諭Ⅰ種免許取得に関しても選択

制とし、必要単位を修得した学生には、卒

業時に免許を付与しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
（公衆衛生看護学・地域看護学演習、助産学演習 風景） 

 

２．人間看護学科の教育理念 

人間看護学科では、以下のとおり「教育目

的」を掲げ、それに基づき「教育目標」を設

定しています。 

（１）教育目的    

豊かな人間性の形成により、生命の尊厳

と人権の尊重を基調とした倫理観を培い、

看護専門職として高度な知識と技術を有し、

地域や国際社会の人びとの健康と自己実現

に向けたヒューマンケアの実現に貢献でき

る人材の育成をめざします。 

 

（２）教育目標 

① 生命の尊厳、人権の尊重を基調とした、

人間の総合的理解と社会への洞察力

を有し、常に自己の資質向上に努め、

社会的使命を遂行することができる

豊かな人間性を育みます。 

② 対象となる人間を「からだ」、「こころ」、

「社会」という側面から総合的に理解

し、人びとの喜び、苦しみを分かち合

い、「ヒューマンケア」の観点から直面

する様々な課題や状況に向き合うこと

のできる人間力を育みます。 

③ 治療から予防へ、病院から地域・在宅

へ、医療技術の高度化、看護ニーズの

多様化に対応し、主体的に、柔軟かつ

総合的に援助することのできる専門的

知識と技術を有した基礎実践力を育み

ます。 

④ 看護の実践者･教育者･研究者として将

来的に自立し、保健・医療・福祉の総

合的な視野から関係分野の職種と協働

し、全体をコーディネートできる連携

力を育みます。 

⑤ グローバルな視野に立ち、貧困、災害、

感染症など、保健医療の専門家が必要

とされる地域援助や保健活動を理解し、

国際平和の実現に向けて貢献しようと

する姿勢を育みます。 

 

３．学位授与の方針 （ディプロマポリシー） 

人間看護学科では、卒業要件を満たし、以

下の能力を修得した学生に卒業を認定すると

ともに学位「学士（看護学）」を授与します。  

 

（１）看護の対象となる人々を「からだ」

「こころ」「社会」という側面から理

解し、直面している様々な課題や状況

に真摯に向き合う力 

（２）生命の尊厳と人権の尊重を基調とし

た倫理観を身につけ、看護専門職業人

として社会的使命を認識したうえで、

必要とされる基礎的な知識と技術を

修得し実践する力 

（３）保健・医療・福祉の連携と一体化が
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求められていることを実感し、地域社

会や国際社会の人々を取り巻く状況

を理解したうえで、社会資源の活用お

よび組織や集団の一員として連携す

る力 

（４）地域社会や国際社会の人々の健康と

自己実現に向けたヒューマンケアの

実現に向けて自ら行動する力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．カリキュラムの概要 

ディプロマポリシーに従い、保健師助産師

看護師学校養成所指定規則に則った看護教育

の展開と、「SONODA」の経験値教育の実現をめ

ざして、特徴あるカリキュラムを構成してい

ます。 

 

（１）カリキュラムポリシー 

本学科で育成したい看護職像は、「向き

合う力」「実践する力」「連携する力」の

三つの力を兼ね備え、ヒューマンケアが

実現できるという姿です。看護学は、地

域社会で暮らす人々の「いのち」「生活」

「人生」の質の向上を目指した看護の理

論と実践を探求する学問であり、本学科

ではこの看護学の基礎を、次の方針に基

づいて体系的に教授しています。 

（１）看護の対象となる人々の「いのち」「生

活」「人生」の質の向上をめざしたヒュー

マンケアを実現するための基盤となる知

識・技能を修得するための専門支持科目

を展開します。 

（２）地域社会で暮らす人々および健康を害

して医療を受けている人々への看護につ

いて、専門支持科目での学びを基盤にし

た専門科目の知識・技能について授業・

演習で深め、それに基づいて実習を行う

といった段階的循環的進行により展開し

ます。 

（３）学修の中で自ら見出した課題について、

培った知識・技能に基づく看護実践力を

統合し課題解決に向けて努力する力を養

うために経験値統合領域の科目を展開し

ます。 

 

 
 
（２）カリキュラムの特徴 

以下のように、段階的循環的教育を特徴
としたカリキュラムを設定しています。 
 
① カリキュラムの段階的な構成 

人間看護学科では、ヒューマンケアの
実現を目指し、カリキュラムを４つの段
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階で構成しています。 

 

第１段階：地域で生活する人と社会に向

き合い、自己に向き合います。 

         
大学共通科目及び人間健康学部共通科

目から、論理的・倫理的思考、社会の変動
に対応できる基礎的能力を養います。また、
専門支持科目、専門科目から看護の基本と
なる生活する人間についての知識と技術を
身につけ、地域で生活する人と社会につい
て探求します。さらに、人間的・倫理的か
かわりができる感性を磨くため、自分自身
について探求します。 

 

  第２段階：看護に向き合い、看護の対象

となる人に向き合います。 

 
看護の基盤となる人間・健康・環境・看

護実践に関する専門支持科目、専門科目を
学び、地域連携のあり方を知り、人と人と
の関係性をつくる力を身につけ、実践をと
おして看護に向き合い、看護の対象となる
人について探求します。 

 

第３段階：看護の対象となる人とその家

族、状況に向き合います。 

      
看護の基盤となる人間・健康・環境・看

護実践に関する専門支持科目、専門科目を
学び、地域連携の機能を熟知し、その一部
を駆使し、人と人との関係性をつくる力、
判断する力、意思決定する力、行為する力
を身につけ、看護の対象となる人と家族、
その状況に向き合い、さまざまな健康現象
に対する看護実践に結びつく方策について
探求します。 

 
第４段階：看護の対象となる組織及び集

団に向き合い、地域や国際社
会の保健・医療・福祉の課題
に向き合います。 

        
知識・技術・実体験を統合させながら学

際的な視点をもち、実践をとおして看護の
対象となる組織及び集団に向き合い、さら
に看護専門領域が提供する専門性を発展さ
せる科目や社会のニーズに対応した科目を
学び、実践研究に参加し、地域や国際社会
の保健・医療・福祉の課題について探求し
ます。 

 

② カリキュラムの循環的な構成 
人間看護学科では、専門支持科目から

専門分野へ積み上げていく教育システ
ムだけではなく、それぞれの領域で得た
知識と技術、そして実体験をリフレクシ
ョンしながら、各領域を常に関連づけな
がら進めていきます。 

③ 人間看護学科科目の構成 

A：専門支持科目 

「からだと向き合う領域」「こころ
と向き合う領域」「社会と向き合う領
域」の 3 つの領域で構成され、看護学
を学ぶ上で対象となる人間について
探求します。 

 
【からだと向き合う領域】 

看護の基礎となる生活を営む人間
の「からだ」について探求し、人体
の構造、機能、代謝とその異常、ま
た、病気と治療、回復に関する基礎
知識を学びます。 

     
【こころと向き合う領域】  

看護の基礎となる生活を営む人間
の「こころ」について探求し、看護
学の基盤でもある人間と人間との
関係構築のための基礎能力を深め
ていきます。 

 
【社会と向き合う領域】 

看護の基礎となる生活する人間を
取り巻く「社会」について探求し、
保健医療福祉制度や諸統計につい
ての知識を学びます。 
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（感染演習（山本恭子先生担当）風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（講義受講風景） 

B：専門分野Ⅰ・専門分野Ⅱ・統合分

野・保健師課程・助産師課程 

「看護基礎学領域」、「看護実践学領

域」、「統合領域」、「助産学領域（助産

師課程）」、「地域連携支援看護学領域

（看護師課程および保健師課程）」、

「養護領域（養護教諭）」で構成し、

学びの段階が進むにしたがって、看護

学の統合を図り、専門性を発展できる

ように構成しています。 

 

【専門分野Ⅰ：看護基礎学領域】 

看護学の基礎となる理論・看護の

歴史、及び他の専門職との協働の中

での看護の自立・自律のあり方、こ

れからの社会を見据えた看護の役

割とその提供システムについて学

びます。さらに、1 年次より地域を

志向し、そこで生活する人びととそ

の社会の健康について探求します。 

【専門分野Ⅱ：看護実践学領域】 

生涯にわたる人間の成長・発達を

基盤とし、個人や家族を対象として、

その人の「いのち」、「生活」、「人生」

の質の向上を図るための知識と技

術を習得します。この領域は、「育

成看護学」、「成熟看護学」、「精神看

護学」、「老熟看護学」で構成してい

ます。 

【統合分野：統合領域】 

看護を必要とする場にスムーズ

に適応できるように、これまでに学

習した内容の知識と技術を全て統

合します。そして、チーム医療にお

ける多職種間の協働のあり方を探

求し、在宅看護、看護マネジメント、

医療安全や危機管理、災害看護等に

ついて学び、看護の専門性を追求し

ます。また、国際的な視野での考え

方や研究的態度と姿勢を身につけ

ていきます。 

【助産学領域】  

     助産師課程の科目で構成されてい

ます。周産期における妊婦・産婦・

褥婦および新生児とその家族を対

象とし、助産学特有の診断のプロセ

スを学び、助産ケアおよび援助技術

を習得します。さらに、個別のケ

ア・診断技術・分娩介助技術を実践

します。また、助産に関連した地域

における保健・医療・福祉の連携に

ついて学びます。 

【地域連携支援看護学領域】 

看護師課程および保健師課程の

科目で構成されています。地域で生

活する人びととその人が属するコ

ミュニティを対象とし、看護を取り

巻く関係機関とその機関への働き

かけや連携のあり方、地域で生活す

る人びとおよび組織の行動特性、生

涯にわたる健康支援のあり方を予

防の視点を持って探求し、その中で

ヘルスプロモーションについても

深めていきます。保健施策の立案・

実践・評価といった PDCA サイクル

について学び、保健師に求められる

コンピテンシーについても理解を

深めます。 

   【養護領域（教職課程）】 

         教職課程の科目（人間健康学部

共通科目、養護に関する科目および

教職に関する科目）で構成されてい

ます。学校教育および児童生徒の心

身の健康問題や健康保持に関わる

養護教諭の役割について学びます。 
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（グループ演習・技術演習 風景） 

 
５．実習について 
（１）実習のねらい 

一人ひとりの実経験と知識の統合を図り
ながら習熟のプロセスが歩めるよう、１段
階から４段階で構成し、下記に示す看護実
践能力について、順序性を持って確実に身
につけることを目指していきます。 

①自己、人、家族、組織・集団に向き合
う力 

②ウエルネス社会の現状を把握する力 
③地域で生活する人びとの健康状態や

生活状況を把握する力 
④看護の対象となる人がもつセルフケ

ア能力を判断する力 
⑤看護を展開させ、創造する力 
⑥地域と連携し、協働する力 
⑦倫理的実践を遂行する力 
⑧経験値を高め、看護を発展させていく

力 
（２）実習の段階的な構成 

健康レベルの高い、身近な人びとの生
活から、徐々に健康レベルの低い人びと
の生活へと認識の幅を広げていけるよう

にしています。 
第 1 段階では、地域で生活する人びと

と社会に向き合い、人びとの生活や健康
意識、ウエルネス社会の実際を知り、広
い視野から各自の健康観や生活観を深め
ます。 

第 2 段階では、病を体験している人に
向き合い、病む人とその人の生活の場で
ある療養環境に向き合い、基本的な看護
援助を通して看護についての理解を深め
ます。 

第 3 段階では、さまざまな発達段階と
健康レベルにある人びととその状況に向
き合い、一人ひとりにあった具体的な看
護援助を実践できる基礎的な能力の習得
を目指します。 

第 4 段階では、地域における看護の実
際を体験し、新たな地域連携の創生につ
いて考察します。さらに、特定領域にお
ける研究的実践活動を通して看護実践の
向上を目指します。 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

（臨地実習 風景）

 

（３）実習科目の構成 

実習の段階 実習科目 

第 1 段階 

【社会・健康生活と向き合う】 
まちの保健室実習 

第 2 段階 

【クライエント・看護と向き合う】 

ファースト基礎実習 

ステップアップ実習 

第 3 段階 

【クライエントと家族・その状況に向き合う】 

育成看護学実習（母性） 

育成看護学実習（小児） 

成熟看護学実習 

精神看護学実習 

老熟看護学実習 

第 4 段階 

【組織・集団と向き合う】 

育成連携支援実習 

地域看護学実習 

在宅看護学実習 

経験値統合実習 

選択科目 

助産学実習 

公衆衛生看護学実習 

養護実習 
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（４）実習展開図 

 

６．人間看護学科における特徴ある教育展開 

（１）まちの保健室実習 

本学キャンパスで実施している「まち

の保健室」は、兵庫県看護協会の取組み

であり、本学科教員と県看護協会の看護

師がスタッフとして協働し運営してい

るものです。「まちの保健室」は、毎週

水曜日午後（まちの保健室実習のない時

期は、不定休あり）に身体計測、血圧測

定、健康相談を実施し、希望者には骨密

度測定、動脈硬化度測定、兵庫県健康増

進プログラムによる体力測定を実施し

ています。また、教員が交替で「健康ミ

ニ講話」をしています。近隣の住民の方

やシルバー講座受講者を中心に、毎回 20

人程度の来室者があります。  

この「まちの保健室」の場を実習施設

として 2 年次に実施している実習が「ま

ちの保健室実習」です。この実習は、実

習の第 1 段階に位置づけられ、【社会・

健康と向き合う】ことを実習の到達目標

にしています。 

 

① 実習目的 

まちの保健室に来室する人々―地域で

暮らす比較的健康レベルが高い人々―

の健康観や生活習慣を理解し、健康の保

持・増進のために活動する看護職の役割

を理解します。 

 

 

また、職能団体が主催・運営する健康

相談事業である「まちの保健室」の機能

を知り、地域の健康づくりを推進するヘ

ルスプロモーションの中での「まちの保

健室」の役割・意義について理解します。  

 

② 実習目標 

 「まちの保健室」に来室する人々と関わ

り、生活実態を把握しながら、対象者の

健康観や生活習慣に見られる健康課題を

理解します。 

 「まちの保健室」に来室する人々の健康

状態を観察し、健康課題への対処方法を

理解します。 

 「まちの保健室」に来室する人々のセル

フケア能力向上に向けた健康教育につい

て理解します。 

 「まちの保健室」の運営に関わる資源を

把握し、効果的な運営のための連携およ

び協働について理解します。 

 地域で暮らす人々の健康課題に応じた

「まちの保健室」の機能について理解し、

ヘルスプロモーションにおける「まちの

保健室」の役割・意義について理解しま

す。 

 

③ 実習形態 

7 人程度でグループを作り、「まちの保健

室」開催日を実習日として 7 週にわたり実

：第3段階 ：第4段階 ：選択科目

第1学期 2学期
10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

：第2段階

2年次

4年次

3年次

：第1段階

まちの保健室実習 まちの保健室実習

ﾌｧｰｽﾄ基礎実習 ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ実習

【領域別実習】

育成看護学実習（母性），育成看護学実習（小児），

成熟看護学実習，精神看護学実習，老熟看護学実習

経験値統合実習

公衆衛生看護学実習（選択）

助産学実習（選択）

養護実習（選択）

【領域別実習】

育成連携支援実習，地域看護学実習，在宅看護学実習
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習を行っています。 

 オリエンテーション 

 学習課題の明確化と実習計画立案、尼崎

市の地域特性の理解 

 臨地 1 日目：対象者の生活実態、健康観、

生活習慣について把握し、対象者を理解 

 リフレクションをし、身体測定・血圧測

定の演習を実施 

 臨地 2 日目：「まちの保健室」スタッフと

して、身体測定・血圧測定を責任を持っ

て行い、ボランティア看護師と協働して

運営 

 臨地 3 日目：臨地 1 日目、2 日目で得た

来室者の健康観や生活習慣に関する情報

を踏まえた上で、意図的コミュニケーシ

ョンを用い、さらに対象者を理解。次の

グループに来室者の状況や学生としての

関わりについて引継ぐ 

 

④ 実習成果 

提出物（実習計画書、実習記録、カンフ

ァレンス記録、自己評価表、実習レポート）

と、実習終了時面談等により総合的にルー

ブリック評価を取り入れて行っています。 

この実習は、対象である住民とじっくり

話し合い、日々の生活の様子や保健行動の

実態について把握していく中で、学生はコ

ミュニケーション能力を高めていってい

ます。また、身体計測や血圧測定などの看

護の具体的な援助技術を習得する場にも

なっています。 

これらに加えて、2 年次という看護教育

の初期段階において、対象者を生活者の視

点で捉えることや住民それぞれが持つ健

康観について具体的に理解しながら、自分

の健康観を培う実習になっています。また、

看護協会という職能団体との協働につい

ても学び、予防の視点を持って、地域の

様々な社会資源と協働・連携しながら看護

職者として人々の生活を支援することに

ついて考える機会になっていると考えて

います。この経験は、その後の講義や演習、

さらには第 2～第 4 段階のクライエント・

家族、集団や組織と向き合う実習へとステ

ップアップする基盤となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（まちの保健室 開室風景） 

 

（２） クローズアップナーシング 

クローズアップナーシングは、4 年次前

期開講の選択科目です。同時期に、保健師

課程、助産師課程、養護教諭 1 種課程の学

生は、講義・演習・実習があるため、この

科目の履修者は看護師課程の学生になり

ます。看護の専門性を深めることをテーマ

し、授業も到達目標を下記のように設定し

ています。 

① クローズアップナーシングⅠ 

看護実践の質を向上をさせるために、

向き合う力、実践する力、連携する力を活

用して考えることができる。ヒューマンケ

アの実現に貢献し、看護サービスの質の向

上への自覚を持ち努めることができる。看

護の基礎となる領域について、さらに深め、

実践に繋げることを目標とする。 

② クローズアップナーシングⅡ 

 看護実践の質を向上させる方法につ

いて、向き合う力、実践する力、連携

する力を活用して考えることができ

る。 

 ヒューマンケアの実現に貢献し、看護

サービスの質の向上への自覚を持ち

続けることができる。 

 高度化、複雑化する医療の場における

今日的な課題について説明ができる。 

 

上記に示したように、「クローズアップ

ナーシングⅠ」と「クローズアップナーシ

ングⅡ」に分け、Ⅰを 4 コース、Ⅱを 4 コ

ース準備し、履修希望学生がコース選択し、

学生配置をおこなっています。 

 

【クローズアップナーシングⅠ 4 コース】 

 生活習慣病看護学コース 

 感染制御看護学コース 

 生活援助看護学コース 

 治療援助看護学コース 
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【クローズアップナーシングⅡ 6 コース】 

 育成（小児）看護学コース 

 成熟看護学コース 

 老熟看護学コース 

 在宅看護学コース 

 

（３） 経験値統合実習・研究 

経験値統合実習・研究は、すべての専

門看護学分野の領域実習を終えた後に、4

年次に履修する統合科目です。本学科にお

いて学び積み上げてきた看護基礎教育の

集大成となる科目で、まさに 4 年間の「経

験値教育」の成果が表れる科目です。 

学生は、実習における看護実践経験か

ら芽生えた研究疑問（リサーチクッショ

ン）から「看護研究」で学んだ研究プロセ

スを積みながら研究計画書を作成します。

それに基づき、「経験値統合実習」を実施

します。実習前の調整では、教員とともに

実習施設に自らの研究計画を説明し、理解

を得たうえで実習を行うという経験も積

みます。 

その後、実習で得たことを研究データ

として、分析を行い、研究論文として完成

させ、経験値統合研究発表会において、学

会における口頭発表にスタイルで成果報

告を経験します。 

以下に 4 年次の一年間を通じて行うこ

の科目の詳細を述べます。 

 

A 経験値統合実習 

① 目的：これまでの看護実践経験から

芽生えた問題意識を研究的な過程に

乗せて、自らの課題を追究し、深め

ることを目的とする。 

② 概要： 

学生は自分の関心のある領域を、専

門支持科目（感染）、看護基礎学（基礎）、

成熟看護学(成人)、精神看護学、育成

看護学（小児）、育成看護学（母性）、

育成看護学（助産）、老熟看護学(老年)、

在宅看護学、地域看護学から選択する。 

それぞれの領域において、これまで

に学んだ知識、技術、態度を統合しな

がら対象となる協力者に対して看護実

践を展開する。        

③ 単位：2 単位 

④ 実習方法 

 各領域において、指導教員の助言を

受けながら、臨地の指導者と実習日

程や内容などの調整を行う。 

 実習開始時には、経験値統合実習計

画書（様式 1）を用いて臨地の指導

者と調整を行う。実習後は実習内容

を経験値統合実習記録（様式 2）に

まとめて、翌朝、担当教員に提出す

る。（ただし、実習記録用紙は各領

域の特殊性に応じたものを使用す

ることもある。） 

 経験値統合実習の看護実践を行うに

際しては、施設や対象となる協力者

に実習の概要説明と協力依頼の文

書をもとに、十分な説明を行い、承

諾が得られた場合には同意書にサ

インをもらう。必要に応じて、家族

の承諾も得て、同様にサインをもら

う。適宜、教員および臨地の指導者

の助言・指導を受けながら実践する。 

 実習終了後は、経験値統合研究にお

いて、実習内容を研究的視点よりま

とめて発表する。 

⑤ 評価 

 以下の視点で評価する。 

 対象理解及び自己理解が十分にでき

ているか 

 看護計画が適切に立案でき、実施、

評価ができたか 

 事前学習がしっかり行えており、実

習態度がよいか 

 

B 経験値統合研究  

① 目的 

 「看護研究」での学びをもとに、これ

までに習得した知識を活用し、経験値統

合実習での実践を研究プロセスに沿っ

て分析し、論文（事例研究・事例検討を

含む）を作成する。そのなかで、将来に

わたって看護研究に関心を深めること

ができるように研究的態度と姿勢を習

得する。 

② 概要 

 経験値統合実習での実践を、主体的に

問題意識をもちながら追究する。研究へ

の取り組み、研究計画書の作成、論文（報

告書）作成までのプロセスを体得する。

この体験を通して研究的視点の必要性や

達成感を経験するとともに、他者との討

論を通して看護に対する視野を広げるこ

とで、自分の看護観を明らかにしていく。 
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③ 指導場所 

実習計画や研究計画、および資料整理

のための指導は、原則として各教員の研

究室で行う。 

④ 評価 

経験値統合研究ルーブリックに基づい

て評価する。 

⑤ 論文（報告書）の発表・投稿 

記録物の提出及び評価が終了後、自己

の論文（報告書）を発表・投稿する意思

がある場合は、本学の生命倫理委員会の

審査を受けることができる。その場合は、

担当教員と相談して決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（経験値統合研究発表会 風景） 

 

７．おわりに 

本学科の看護基礎教育について、述べてき

ました。本学科が開設された平成 18 年当時に

比べると、我が国の少子高齢化は急速に進展

してきています。高齢化率は、27％を超え 4

人に 1 人以上が高齢者という時代に突入し、

高齢化率 30％も目前と言われています。中で

も 75 歳以上の後期高齢者が増加し、100 歳超

えの高齢者も以前に比べると多くなってきま

した。このような状況下において、介護保険

法が改正され、地域包括ケアシステムの充実、

認知症対策の必要性が重要視されているとこ

ろです。 

また、ワークライフバランスが重視される

中、晩婚化晩産化が進み、少子化がますます

進展しています。こうした中で、育児不安を

持つ母親や虐待事例の報告も増加し続けてい

ます。 

これらの背景には、健康格差や経済格差と

いった現代が格差社会と言われる所以の課題

が潜んでおり、看護職者の行う活動において

も、これらをしっかり意識し実践していくこ

とが求められています。 

本学科の行う看護基礎教育においては、本

稿で述べてきた教育理念・方針に基づき、ル

ーブリック評価を取り入れる等、成果検証に

基づく教育のあり方を模索し続けているとこ

ろです。2017 年に出された「看護教育モデル

コア・カリキュラム」に基づくカリキュラム

の見直しにも取り組んでいますが、常に時代

のニーズを捉え、さらには将来予測も踏まえ

たうえで、戦略的に自らの専門実践能力が発

揮できる看護師・保健師・助産師養成を今後

も行っていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （けやきアベニュー） 
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多くは小動物や植物遊びが中心となる。しか

し今回は，大雨によってごみが流されてきた

後であったため，ごみが多いことを指摘し自

らごみを拾おうとする幼児が多かった。 

４．5 年間の実施内容と成果 

（主な実施内容） 
平成 25 年：児童対象の親木プログラム「庄

下川で秋をみつけよう」，水質モニタリング 
平成 26 年：生物調査，水質モニタリング 
平成 27 年：幼児対象の親木プログラム「し

ょうげがわたんていだん」，水質モニタリング，

生物調査 
平成 28 年：児童対象の親木プログラム「庄

下川でみぃつけた」，水質モニタリング，生物

調査 
平成 29 年：幼児対象の親木プログラム「し

ょうげがわたんていだん」，水質モニタリング，

生物調査 
（報文） 
①衣笠治子 大学生による多目的な河川研究 

武庫川の科学 1， (1)， p8 （2015） 
②衣笠治子，岩角 遥，吉田美帆，荒川美月 尼

崎市庄下川の水質モニタリング 武庫川の科

学 3， (2)， p29－33（2016） 
③松浦秀一，新里茂教，松井恵理，衣笠治子 西

村邦子，宮永恵三，三宅謙，長尾彩子「庄下川

水系の水質と生物相の環境改善について」 尼
崎市環境監視センター年報平成25年度（2017） 
④松井恵理，衣笠治子，野嵜玲児，松浦秀一「尼

崎市庄下川の生物相」園田学園女子大学論文集 
51，p1-18(2017) 
（口頭発表） 
①衣笠治子，原田美智子，松浦友里恵，丸山

裕子「小学生を対象とした庄下川親水プログ

ラム」武庫川市民学会第 2 回研究発表会

（2013）  
②岩角遥，衣笠治子，松井恵理，原田美智子。

「庄下川水質検査について」武庫川市民学会

第 3 回研究発表会（2014）  
③松井恵理，衣笠治子，岩角遥，原田美智子

「児童のための庄下川学習プログラムの作成」

武庫川市民学会第 3 回研究発表会（2014） 
④松本彩花，大林理紗，清水悠未，中屋明日

香，松田明由未 「幼児を対象とした親水プ

ログラム」 阪神つながり交流祭（2015） 

⑤衣笠治子，「庄下川の水質モニタリング」武

庫川市民学会第 4 回研究発表会(2015) 
⑥衣笠治子，中屋明日香，林里紗，原田美智

子，松井恵理，山本起世子，西村邦子「児童

のための庄下川自然観察会の企画と運営」武

庫川市民学会第 5 回研究発表会（2016） 
⑦松田明由未，衣笠治子，松井恵理，原田美

智子，西村邦子「庄下川水質検査について」

武庫川市民学会第 5 回研究発表会（2016） 
⑧松井恵理，衣笠治子，野嵜玲児，松浦秀一

「尼崎市庄下川の生物調査」武庫川市民学会

第 5 回研究発表会（2016） 
 

図 3 平成 25 年度 親水プログラムの様子 

図 2 29 年度 親水プログラムの様子 
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されていた。受講者は少なかったが、全員

意欲的に、学ぼうとする姿勢が感じられた。 
また、本学学生に同様の質問をした場合

と「洗濯の知恵」を知らない者が多く、だ

んだんと伝承されなくなってきていると、

危機感を抱いている。 

 
２．食生活編 講義・実習 3時間 30分 

「～エコクッキングしてみませんか～」 

平成 30年 1月 20日（土）実施、本学調

理学実習室、参加者 19 名、食生活アンケ

ート調査：自記式 13問、回収率 100％ 

実施内容は、エコクッキングについて講

義を行い、調理の操作等の説明をした後、

実習を行った。実習の満足度は、講義内容、

時間配分、配付資料、手順・レシピ、参加

費、スタッフの対応とも 89.5％以上の者が

満足と答えていた。今回の講座を受講して

エコクッキングに対する意識は全員が高

まったとの結果であった。 

  

今回の５つの料理の中で再度作ってみた 

いもの（複数回答）は、47％がビビンバで、

次いでりんごホットケーキ 21％、ナムルの

順であった。 

フライパン一つで洗い物が少なく、時短で

料理が行えることがエコ意識の導入口となっ

た受講者がいる一方、既にエコの実践をして

 

いる受講者も数人あり、意識の高い受講者が

含まれていた。 

料理の試食の結果は「全ての料理がおいし

い」「調理使用道具が少ないが、手抜き料理に

見えない」「材料を無駄なく使い、ガスや水道

の使用量が減らせるから、今後家でも行いた

い」等、好評であった。 

衣生活編・食生活編とも今回の受講者は

高齢であったため、まだ知恵の伝承が存在

する世代であった。 

今回の受講生は、講座の継続受講を、積

極的に参加したいと望んでおり、生活に対

して関心を持つ者であることがみえた。 

今後も大学開催の講座である為、科学的

な知識や、考え方を加えた「生活の知恵」 
を伝承していく必要があると確信する。  

５．今後の課題 

昨年度も同様に、高齢者の受講生は講座

に参加したいと積極的である。 

また、若年者層の学生や 30代､40 代の中

に潜在的に生活に関しての講座の受講希望

者が存在すると思われる。 

これらの層には、講座の内容をより具体

的に提示すれば、興味を示すのではないか

と考えられる。 

今後、生涯学習として継続的に開催する

場合、本学の総合生涯学習センターで長年

培われた、ノウハウを生かした募集方法等

を駆使して、ニーズにあった「生活の知恵」

を発信できる学習プログラムを、構築して

ゆきたい。  
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１．目的 

生活の営みの多くは、古くから経験に基づ

く細かな工夫や知識が祖母から母へと受け継

がれ、現在では「おばあちゃんの知恵」とし

て伝承されている。しかし現在の生活を見る

と簡便志向に走り、また商業ベースに乗った

便利品に慣れてしまい、多くの無駄を生み出

している。この生活の見直しを図ることを目

的とし、地域に根差した学習プログラム「生

活の知恵」を発信し、本学の総合生涯学習セ

ンターで展開されている、プログラムの中に

「生活の分野」を入れることを目的とした。 
３．研究計画 

生活に関わる身近なテーマを中心にプロ

グラムを構成する。２年目は、「衣」と「食」

の２つの講義と実習の事業を実施する。終了

時のアンケート調査から、今後継続できるテ

ーマで、ニーズに合わせた内容のプログラム

を、展開させてゆく。 
４．活動結果 

１．衣生活編  講義（90 分）×2 コマ 
「洗濯の新表示 このマークの意味がわ

かりますか？」平成 29 年 11 月 1 日（水）

実施、受講者 4 名、「賢い洗濯方法を知り

たい、洗濯代を安くするには？知らないと

損をする洗濯のコツ！」平成 29 年 11 月 8
日（水）実施、受講者 5 名 
 衣生活（特に洗濯）アンケート調査：自

記式 18 問、回収率 100％ 
アンケート結果は、今回の受講者全員が

「洗濯」に関心が高く、大切であると考え、   

自分自身で洗濯をしている。衣服を購入

する際、どんな素材が使われているか「組 
成表示」、洗濯などの「取扱い表示」等を

見て購入するのは 62.5％、洗濯などの

「取扱い表示記号」を見て洗濯するのは

87.5％であった。洗濯の「取扱い表示記

号」が改正される平成 28 年 12 月以前か

ら改正されることを知っていたのは

50％であった。 

 
洗濯方法は母または祖母から教わった

のは 62.5％であった。ウールのセーターは

50％が家庭で手洗いし、50％がドライクリ

ーニングに出している。 
講義は一方通行にはせず、時折対話も織

り交ぜながら進めた。その結果、講義を進

めていくにつれ、受講者からさまざまな経

験談が話され、講義内容以上の盛りだくさ

んの「洗濯の知恵」が飛びかった。2 講座

とも高齢者の方の発言が活発で、若年者は

その知らない「洗濯の知恵」を一生懸命に

聴かれていた。今回の参加者の高齢者は

「洗濯の知恵」は確かに母、祖母から伝承

活動報告№９ 

「生活」をテーマに、地域に根差した生涯学習プログラムの開発 

生活の知恵再発見（ 食生活、衣生活編 ） 

研究代表：深津智惠美 
研究協力者：小西春江，山口律子 
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されていた。受講者は少なかったが、全員

意欲的に、学ぼうとする姿勢が感じられた。 
また、本学学生に同様の質問をした場合

と「洗濯の知恵」を知らない者が多く、だ

んだんと伝承されなくなってきていると、

危機感を抱いている。 

 
２．食生活編 講義・実習 3時間 30分 

「～エコクッキングしてみませんか～」 

平成 30年 1月 20日（土）実施、本学調

理学実習室、参加者 19 名、食生活アンケ

ート調査：自記式 13問、回収率 100％ 

実施内容は、エコクッキングについて講

義を行い、調理の操作等の説明をした後、

実習を行った。実習の満足度は、講義内容、

時間配分、配付資料、手順・レシピ、参加

費、スタッフの対応とも 89.5％以上の者が

満足と答えていた。今回の講座を受講して

エコクッキングに対する意識は全員が高

まったとの結果であった。 

  

今回の５つの料理の中で再度作ってみた 

いもの（複数回答）は、47％がビビンバで、

次いでりんごホットケーキ 21％、ナムルの

順であった。 

フライパン一つで洗い物が少なく、時短で

料理が行えることがエコ意識の導入口となっ

た受講者がいる一方、既にエコの実践をして

 

いる受講者も数人あり、意識の高い受講者が

含まれていた。 

料理の試食の結果は「全ての料理がおいし

い」「調理使用道具が少ないが、手抜き料理に

見えない」「材料を無駄なく使い、ガスや水道

の使用量が減らせるから、今後家でも行いた

い」等、好評であった。 

衣生活編・食生活編とも今回の受講者は

高齢であったため、まだ知恵の伝承が存在

する世代であった。 

今回の受講生は、講座の継続受講を、積

極的に参加したいと望んでおり、生活に対

して関心を持つ者であることがみえた。 

今後も大学開催の講座である為、科学的

な知識や、考え方を加えた「生活の知恵」 
を伝承していく必要があると確信する。  

５．今後の課題 

昨年度も同様に、高齢者の受講生は講座

に参加したいと積極的である。 

また、若年者層の学生や 30代､40 代の中

に潜在的に生活に関しての講座の受講希望

者が存在すると思われる。 

これらの層には、講座の内容をより具体

的に提示すれば、興味を示すのではないか

と考えられる。 

今後、生涯学習として継続的に開催する

場合、本学の総合生涯学習センターで長年

培われた、ノウハウを生かした募集方法等

を駆使して、ニーズにあった「生活の知恵」

を発信できる学習プログラムを、構築して

ゆきたい。  
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大江 副機構長の大江でございます。お手

元の袋の中に入っております『〈地域〉と〈大

学〉をつなぐ経験値プログラム』というパ

ンフレットに従いまして、5 年間本学が取

り組んでまいりました COC 事業、まだスタ

ートしたところのものもありますが、成果

と課題について 30 分程度でお話をさせて

いただきたいと思います。 

まず、表紙の真ん中あたりの所なんです

けれど、先ほど文部科学省の庄司様からも

ご紹介いただきましたように、平成 28 年度

の中間評価で S の評価をいただきました。

七つの S 大学の中で、私立の大学は本学の

みでございます。その中で文科省の専門委

員の先生がたにお書きいただいた中で、地

域との関係構築が教育に的確に反映されて

いることでありますとか、専門職養成系の

大学の特質を強化していくにあたって COC

事業が確実に位置づけられているというこ

とでありますとか、後ほど述べます経験値

評価システムについての具現化というとこ

ろでご評価いただいたというところでござ

います。 

 まず、1ページめくっていただきまして、

「社会貢献」というページが見開き右側の

ページにございます。まちの相談室という

のを設けました。後ほど、この成果につき

ましては具体的に、1 階のラーニングコモ

ンズで動画や画像をパネルでご紹介してお

りますので、20 分の休憩でご覧いただれば

と思います。これまで、ともすれば大学、各

学部学科の教員でありますとか、各部署が

それぞれで地域の方の悩みを受け止めてき

たところを、一元化するということがこの

COC 事業でできたのではないかと思ってい

ます。 

 今、司会をしてくれております通称「つ

なガール」（学生地域連携推進委員会）の学

生が主に運営をしておりまして、空き時間

の昼休みに週 2 回開設をし、その都度ご予

約いただいて、いろんな投げかけをしてい

ただいて、それを学内に発信していくとい

うようなところです。件数は、パンフレッ

トに各年度の件数を挙げておりますが、本

当にひっきりなしにという状況でございま

す。それから、その下にイベント記録と書

いていますが、実はつな Girl はたった一人

で始まりました。現在は 14 名の学生が、学

生同士、それから学生と地域をつなぐ役割

ということで、きょうも 2 名の学生が司会

受付等手伝ってくれております。所属学部

も学科も学年もまちまちでございます。短

大生もおりまして、それぞれの学業が忙し

い中、週 2 回お昼休みに会議を重ねて、取

り組んできています。 

 もう一点だけ、ここに書いてないことで

申し上げますと、この間、毎月 1 回、尼崎

市、それから尼崎商工会議所、尼崎市社会

福祉協議会、この 3 者の連携先のご担当の

方に夕方、来ていただきまして、本学の各

学部学科の代表の地域連携推進運営委員の

先生がたと、統括会議として月に 1 回、顔

を合わせていろんな情報交換をしながら進

めてまいりました。以上が、この COC 事業

の中での連携事業ということになっていこ

うかと思います。 

 1 枚めくっていただきまして、見開き、

「教育」という部分でございます。本学の

教育の理念は「経験値教育により、他者と

支え合う人間の育成」です。経験値教育の

プログラムを構築することがこの COC 事業

基調報告 

『＜地域＞と＜大学＞をつなぐ経験

値教育プログラム』の成果と課題 
大江篤（本学地域連携推進機構副機構長） 
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の大きな目的、目標でございました。まず

階段状に人が上っていってる図をご覧いた

だきたいんですが、左下のカリキュラムの

図にあるように、まず学部学科を横断した

学びをつくっていく。これについては当初

からコンセプトといたしました。地域の課

題は特定の専門職だけで解決できるわけで

はない。看護師、管理栄養士、保育士、学校

の教員それぞれの専門職が、多職種連携を

することが求められています。そのことを、

学内で地域に出て学んでいくということを

考えてカリキュラムを編成しました。 

 短期大学部まで含めて、「生命を考える」

「大学の社会貢献」それから「女性と社会」

というこの三つの科目が、本学の全学共通

の基幹科目ということになります。その中

での COC 科目が「大学の社会貢献」という

科目で、1 年生の配当で半期 15 回、選択の

科目で、前期後期に開講されています。尼

崎市のそれぞれの部署から、まず「尼崎を

知る」という講義をしていただいて、さま

ざまな市の課題の説明をしていただいます。

平成 26 年度から 29 年度までのテーマが挙

がっているんですが、あるときには企業に

来ていただいたりとか、あるときは公民館

であったり、一番、直近は子ども食堂をテ

ーマにしたりという、それぞれのテーマで

ボランティア体験をしながら企画を立てて

いくという半期の科目というのを置いてま

いりました。 

 選択科目ですので人数に幅があって、そ

の都度テーマも市のほうにお願いしてご相

談させていただきながら取り組んでまいり

ました。この科目につきましては、平成 30

年 4 月からはこの科目を必修科目にいたし

ます。半期必修科目にいたしまして、大学 4

学科、短大は選択科目なんですけども、全

ての学生に 15 回、今までは演習形式で行っ

ていたんですが、4 月からは講義の形でし

っかりと、まず「尼崎を知る」、まちを知る

こと、それから地域の課題と向き合うため

のさまざまな理論的な背景を 4 名の教員が

担当して、市のほうからも授業に来ていた

だきながらすすめていきます。フィールド

に出て企画をするというよりは、講義中心

の、地域志向科目の基礎になるような科目

にしていこうと考えているところです。 

 ただ、全く大学に入ってきて、この地域

で何も地域の活動をしないということでは

なく、ボランティア活動を推奨いたしまし

て、地域に出ていくという、基礎的な科目

をまず 1 年生の段階で全員に学ばせる科目

として発展的に開講しようと思っておりま

す。 

 地域志向の COC の科目ではないんですが、

初年次教育の中では、これもモデルケース

を今つくっているんですけれども、学生が、

どうしても地域に出るのに、違う世代の人

とお話をするのがおっくうであるとか、コ

ミュニケーションが苦手だという学生も多

いですので、コミュニケーション能力を付

けるために、松竹芸能で開発されている「笑

育」というプログラムも導入しながら、初

年次教育も含めて 1 年生の段階で、2 年生

で地域に出るための基礎的学習と考えてお

ります。 

 右側のページですが、これが先ほどから

お話しいただいている、つながりプロジェ

クトという必修科目でございます。経年上

は 2 年生の必修科目で、資料にあがってい

る21のテーマは平成29年度でございます。

28 年度も同様に 21 プロジェクト、16 名か

ら 18 名の学生が、2 年生全員が必修で履修

しました。クラス編成は学部横断になりま

す。4 学科の学生がばらばらで、初めて出会

った学生たちがチームビルディングをして
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1 年間、取り組んでいくという科目です。恐

らく COC 大学の中でも地域志向科目を必修

にしているところというのは少ないのでは

ないかと思います。ご担当いただいた先生

がたにもご負担をおかけしましたし、地域

の方にもご迷惑をかけながら、まず担当教

員自体がどういう授業設計をしたらいいの

か、地域の方と一緒にどういうプロジェク

ト設計をしたらいいのかを模索しながら、

学科もばらばらで、実習期間に出る学科が

あったりしながら、学生のスケジュール等

の調整をして右往左往しながらこの 2 年間

を過ごしてきました。 

 この地域志向の 2 科目については、第１

回目に学長からお話があり、私が説明をす

るんですが、その中で、「とにかく尼崎で本

気の大人に出会う経験をしましょう」「気持

ちのスイッチをどこでもいいから入るとい

う体験を 1 年間でしてください」というこ

とを学生に伝えています。ただ、正直、必修

科目です。全ての学生がモチベーションを

高く持って地域に出て行っているわけでは

ございません。学生の言葉として「なぜ住

んでもいない尼崎のことを 1 年間も考えな

いといけないんだ」ということを言ってま

いります。それから、「自分が将来、目指す

国家資格と今この学びって無駄ではないか、

全く関係ないんじゃないか」ということを

学生たちは疑問に思っています。「そもそも

地域の知らない人と接すること自体がめん

どくさいし、おっくうなんだ」と。 

 で、なかなかそれが 1 年たってどう変わ

るっていうところまでは難しいところでは

あるんですけど、将来、必ず役に立つ、「あ

のときあの経験したから今の自分がある」

といえるような自分になりましょうねとい

うことを言って、それぞれの先生がたにも

ご苦労をしていただきながら進めてきた 2

年間というところでございます。当然、持

っていただいている先生がたにとりまして

も非常に負担が大きい科目です。マスで講

義をしたり、ゼミの気心知れたゼミ生だけ

を地域に出すのに比べると非常に厳しい科

目だったと思います。調整がつかない学生

も多く、さまざまなことをそれぞれの学科

の学生が言ってきました。また、地域の方

にすると、大学とうまく連絡が通じない。

地域連携推進機構でも TA を抱えているん

ですけれども、なかなかそこがうまくいか

ないという課題満積の状態で 2 年間を過ご

してまいりました。 

 このつながりプロジェクトは、通年科目

でもう 1 年、平成 30 年度は 22 のプロジェ

クトが立ち上がります。中身が若干、変わ

っています。それから COC が終了というこ

ともございまして、少しエリアを広げまし

て豊中市、西宮市、伊丹市、それから、本学

が但馬にキャンパスを持っていますので香

美町、豊岡市という所、香美町の限界集落

の所のご家庭に民泊をさせていただいてと

いう合宿形式のプロジェクトも計画をして

おります。そういう新たな展開も見せなが

らより充実させていこうと考えているとこ

ろでございます。それから平成 31 年度にな

るんですけれど、先ほどの大学の社会貢献

を必修にいたしまして 1 年生の半期の講義

でしっかりと地域課題に向き合って、「つな

がりプロジェクト」を半期の科目にして、

実践活動をやっていくという変更をかけて

いこうと考えているところです。 

 もう一点、こういった科目の難しいとこ

ろではあるんですが、もう一度、左側のペ

ージをご覧いただいて、経験値というのを

実質化させていくということをやってまい

りました。スマートフォン、パソコンで使

える「経験値評価システム」というシステ
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ムを COC 補助金で構築いたしました。そこ

の右の図の中の歯車の両サイドなんですが、

アセスメントとつながり評価という形で学

生が地域にボランティアに出たら、ボラン

ティア出たことを全てスマートフォンで記

録化をいたします。それを相手の地域の方

のスマートフォンで QR コードを読んでい

ただくと、『自ら学ぶ、気付く、考え抜く、

コミュニケーションを取る、協働する』と

いう五つのベンチマークについて 5 点満点

で評価をしていただくという、そのときの

振り返りができるような評価のシステムを

付けております。 

 当初は、ボランティア来てくれて、頑張

ってくれてよかったねという評価が多かっ

たんですが、非常に厳しく学生を見守って

いただいている評価もございまして、下の

1 階の展示でいくつかサンプル、そういっ

た地域からいただいている温かいお言葉な

んかも紹介しております。この経験値が、

知識と知恵、その知識を知恵に変える力と

いうこの三つの力を経験値と考えておりま

す。当然、学力の 3 要素であります知識、

技能というのが知識に当たりまして、思考

力、表現力、判断力というのが知恵、それを

主体性、対応性、協働性でもって知識を知

恵に変えていくということ。この 5 年間で

できたところというのは、この五つのベン

チマークについて目指す人材像ということ

でルーブリック評価を作り込むところまで

できました。 

 ただ、まだなかなかこれを学生たちに可

視化して示すとか、大学として統計分析を

かけて質の向上を図っていくという「学習

成果の可視化」の部分についてはまだまだ

発展途上と申しますか、手を付けたばかり

というところになります。 

それぞれのプロジェクトの具体的な内容、

それから大学の社会貢献の成果報告書であ

りますとか、こういったものについて具体

的な内容は全て 1 階のフロアで、つながり

プロジェクトの動画映像とか、写真のスラ

イドショーなんかも置いておりますので、

お話を聞いていただくより見ていただいた

ほうがいいかと思いますので、ぜひともご

覧いただければと思っております。 

 次のページですが、地域志向教育研究の

所でございます。午前中、10 人の先生がた

にそれぞれ地域志向教育研究の今年度の、

それから 5 年間の報告をしていただきまし

た。私も含めてこれまで尼崎をフィールド

に研究を十分できていたかというとそうで

もなかった教員も多かったんですけれども、

この COC 事業の中で、それぞれマッチング

をかける形での先生がたの研究の領域の中

で、特に市内の小学校、中学校、高等学校で

ありますとか、自治会、公民館というとこ

ろをフィールドにご協力いただいて、研究

が進展をしていったというところでござい

ます。 

 5 年間継続的にご研究いただいた先生が

たもございますし、単年度であったり 2 年

間もあったり、延べ 15 件の研究テーマとい

うことで、このそれぞれの中には代表教員

の名前しか書いてありませんけれども、そ

ういう意味では学生たちがつながりプロジ

ェクトで学部学科間、専門領域の横断を取

るというのと同様に、先生がたも他学科の

先生がたと一緒になって共同で研究をして

いく機会もつくることができたと思ってお

ります。 

 今回 COC というのは大学が採択を受けて

いるんですけれど、当初、採択いただいた

時点でもそうだったんですが、短期大学部

への波及効果ということで、きょうも短大

の先生にもご発表もいただきましたし、研
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究協力者という形で短期大学部の先生がた

も研究に加わっていただいて進めてまいり

ました。それぞれの成果については年報や、

本日の発表会でご紹介をしたり、各講座で

ありますとか、民間の講座なんかでも広め

ていきました。 

 午前中のご質問の回答で少しお話をした

んですが、この研究の継続につきましては、

COC の補助金が終わった後は、次のように

継続していく予定です。学内に共同研究と

いう研究助成の制度がございます。現状は

各教員の専任教員各 2 名以上で取り組む共

同研究で、自由公募の形をとっているんで

すけれども、この共同研究の中に平成 30 年

度から地域志向研究という部門も設けて、

現在、公募をかけているところでございま

す。補助期間が終わったら終わってしまう

とか、学生が卒業したら終わってしまうの

ではなくて、地域のかたがたにとっては、

このまちが生活の空間であり、そこに住み

続けて、そこでより良い暮らしを求めてい

かれるということへの研究でのサポートと

いうことにもなってまいりますので、継続

できるものは継続していってということで

地域密着型の研究推進というのも、大学の

意思表示として地域志向研究を進めてまい

りたいと思っております。 

 ただし、COC の場合は地域志向教育研究

となっておりまして、つながりプロジェク

トという学生の教育の改革プログラムに資

する部分が重点的に置かれていたというと

ころがあるんですが、今後については研究

の部分は学術研究をベースに置いた形の研

究を展開していっていただくというところ

でございます。 

 その右側の部分なんですが、この間、先

ほどの月 2 回の行政であったり会議所に来

ていただく会議と、もう一つ「まちづくり

解剖学」という短い、1時間半ほどの交流会、

勉強会を開催してまいりました。時によっ

ては学生が発表し、地域の方にお話をし、

私が地域の方にインタビューさせていただ

いたりということで、学外でのプラン、コ

ンペなんかで発表する前の練習を学生がす

るような場面であったり、いろんな形でそ

の都度のテーマでいろんなかたがたに来て

いただいているというところです。ほぼ 2

カ月に 1 回、毎回開催をして、3 月は東日

本 3.11 に合わせて防災をテーマにという

ことで、今回は防災食をテーマにした内容

で 3 月に開催をする、それが今年度の最終

回ということにしております。 

 この中でいろんな出来事がございました。

地域のかたがたと学生が教員や職員を間に

介さずにマッチングをして、地域に出てい

って活動してくれるケースがあったりとか。

たまたまそこで学生の話を聞いて私の所で

もこんなことっていう出会いがあったりと

か。新たな活動につながっていくような内

容というのが研究であったり、教育であっ

たり、学生の活動であったりということの

芽がここで芽生えてきたというところかと

思います。 

 ただ、いかんせん夕方からの時間帯です

ので、大学の発信力も弱くて市民の方もあ

まり人数的にたくさん集まっていただける

ということができていない現状ですので、

そういったところも大きな課題ではないか

と思っているところです。 

 一番後ろのページですが、この COC 事業

地域連携というものについてこの 5 年間、

そこに挙がっています地域連携推進機構と

いう部署が担当をして取り扱ってまいりま

した。COC 事業を申請するにあたって、地域

連携事業、それから教育改革を全体に、見

ていくということで機構長は学長が務める
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という形で、学長のリーダーシップの下で

この地域連携 COC 事業を 5 年間検証してま

いりました。 

 この春から 5 年間でベースができたとい

うことで新たな体制で地域連携を広く捉え

まして、社会連携推進センターが立ち上が

ります。社会連携推進センターというのは

地域連携事業、これまでの COC 事業の継承

に、プラス研究支援、それから生涯学習と

いうこの三つの機能を併せ持ったセンター

ということで発展的に、大学 COC を強化し

たセンターをつくって、社会貢献を考えて

いくという組織立てで進めてまいります。

先ほどのつながりプロジェクトであるとか、

それから大学の社会貢献という科目につい

ては、教学ですので本学の授業等を管轄し

てます教学支援部のほうと連携をしながら

進めていくということでございます。 

 この 5 年間ということなんですが、まず

5 年間の間に本学の教育理念それから大学

使命、ミッションであります女性、地域、実

学という三つのキーワードに沿いました教

育、研究、社会貢献というこの三つの基盤

づく、ベースになる地域連携教育の基盤づ

くりを行うことができたのではないかと考

えております。 

 平成 25 年に COC に申請を上げるときに、

まずこの学園の歴史、当然、この学園が 80

年前にできるときに地域の女子教育が行わ

れないというところで、高等女学校ができ

て始まったわけですが、特に本事業の起点

に置いたのが 1990 年、平成 2 年に構想が打

ち立てられましたキャンパスシティー塚口

構想でございまして、正門の北側において

阪急塚口駅から大学まで、この塚口のまち

全体がこの大学のキャンパスであるという

構想です。ちょうど平成の年号の時代、そ

の 30 年間、地域に開かれて、地域と共に歩

んできた。そういった本学の地域連携事業

の礎となる新たな展開への基盤づくり、基

礎づくりの礎となる取り組みがこの 5 年間

で構築できたのではないかと考えておりま

す。 

 COC 事業のタイトルが『〈地域〉と〈大学〉

をつなぐ経験値教育プログラム』というこ

とで、つなぐ、つながるということをキー

ワードにしてまいりました。学生同士も学

内で縦割りの学科ではなくて横に学年も越

えて縦横斜めにつながっていく。つなガー

ルの学生たちは地域とそれから先生がた職

員、他大学と学生をつないでいってくれて

いる。当然、学生と教員も、学科の中での 1

対 1 の関係ではなくて、他学科の学生の面

倒も見ていくことで、さまざまなつながり

ができていく。職員も同様に学生と、小さ

な大学ですので親しい関係の中で関わって

いく。で、学生や教職員と地域のかたがた

がつながっていく。大学生が地域にあふれ

ることによって今度は地域のかたがた同士

が思わない所で、今まで一緒にならなかっ

た人たちが一緒になっていくというふうな、

人とつながっていく、街とつながっていく

というプログラムというのは今後も推進し

ていかなければならないと思っているとこ

ろでございます。 

 私個人もこの 5 年間の中で、この COC を

主管させていただく中で、恐らくこういっ

た事業に取り組まなければ出会うことがな

かったさまざまな方と、もともとが学問領

域が民俗学でフィールド科学をやってます

ので、全国のいろんなかたがたと出会いま

す。ただ、この尼崎市内でもつそれ以外の

所でも実に多くの方を、恐らく一緒に研究

することがない分野の先生がたもそうです。

4 年間、私の授業を受けないであろう学生

とも出会うことができました。それが大学
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の目で見ますと本学を核に新たなつながり

が生まれた、非常に刺激的な 5 年間が過ご

せたのではないか考えております。 

 ただ、昨今いわれていますように非常に

社会の変化が速いということ、それから AI

であるとか ITC であるとか多様化複雑化す

る社会の中で、将来に向けて本学がいつま

でも本当の意味での地（知）の拠点、COC（セ

ンター・オブ・コミュニティー）ということ

で、拠点として尼崎の中、それからこのエ

リアの中でかけがえのない存在となってい

くということを今後も、先ほど申しました

それぞれのパートのところでの事業の発展、

推進ということで、一つも二つもステップ

アップして魅力ある大学づくりになってい

けばと思っております。 

 甚だ早口でお話しをいたしましたけれど

も、5 年間の成果につきましては、ぜひとも

これから後の 20 分ほどしかないんですけ

ども、1 階の所での学生たちの取り組み、さ

まざまな形でブースで展示をしております

のでご覧いただければと思います。簡単で

はございますが、COC 事業の成果と課題と

いうことでお話をさせていただきました。

どうもご清聴ありがとうございました。 
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野呂 本学人間看護学科の野呂と申します。

午前中の地域志向教育研究のなかでも、私も

COC 事業はじまって以来５年間ずっと地域の

ほうで研究をさせていただきましたし、ずっ

と地域連携推進機構の委員として事業ととも

に歩むことができて、自分はとても成長した

なと思います。今回、まとめという機会に、司

会というかファシリテーターの役割を与えて

いただきましたので、これから皆さんのご協

力のもとに進めていきたいと思います、よろ

しくお願いします。 
 それでは「経験値教育と女性活躍」というこ

とで進めていきたいと思いますが、まず企画

の意図について説明させていただきたいと思

います。先ほど大江先生のほうからも話があ

ったのですが、1990 年のキャンパスシティ構

想があって、30 年間、本学は地域に開かれた

大学として取り組んできたという歴史的な流

れを今回聞かせていただいたんですが、5 年前

に始まった COC 事業のなかでつなぐ、つなが

るというキーワードのなかで地域志向教育研

究も、つながりプロジェクトという科目につ

いても進めてきたのかなと思っております。

そういう中で尼崎市という地域とともに歩み

ながら、ソーシャルキャピタルの醸成という

ところまでも進むような、研究成果であった

り、つながりプロジェクトの科目評価という

ものができるようになったりしてきたのかな、

と思います。そのあたりのことなんですけれ

ども、この 5 年間の取り組みがなかったとし

ても、本学はずっと尼崎とともに歩んできた

大学だったのかなと考えております。そこの

ところから女子大学として女子学生を育て、

卒業し、その人たちが社会に出て活躍し、とい

うよい循環を生みながら、歩んできたなかに、

最大のパートナーであった尼崎市とともにこ

の 5 年間、充実した地域連携というキーワー

ドのもとに、つなぐ、つながるというものがで

きあがり、まちづくりというものに本学が本

腰を入れて関わらせていただいたのかなと思

っています。本題の今回の『経験値教育と女性

活躍』という部分なんですけれども、平成 25
年にこの事業が採択されてからこの 5 年間、

女性を取り巻く背景というのは大きく変わっ

てきたのかなというふうに思います。一億総

活躍という言葉が、政府が打ち出してきまし

たし、いろんな意味で使われていますけれど

も、それとともに女性の職業生活における活

躍の推進に関する法律が平成 28 年 4 月に施行

されてきていました。その中でいろいろと女

性が働くということについても今まで以上に

変わってきた。今ここにいる私も含めて 4 人

の女性たちというのはみんな同じように子育

てを経験し、そしてそのままずっとキャリア

を積んできたという女性たちなんですけれど

も、そういうふうな辺りから少し考えていき

たいなっていうのがこのシンポジウムの企画

になります。 
 ただ、女性活躍というとジェンダーの問題

っていうのも出てくるように思いますが、き

ょうはそれを言及していくのではなくって、

女性活躍というものを生み出す元の、学生た

ちを育てている実学の園田学園女子大学とし

て、この大学っていうのはディプロマ・ポリシ

ーのところにも明記しているんですけれども、

そういう達成目標のところから考えていきな

がら女性としてどう生きるのか、生き抜くの

か、そういうところを最大の焦点としながら

本日は進めていきたいというふうに考えてお

シンポジウム 

経験値教育と女性活躍 
原田規梭子（東洋学園大学学長） 

稲村和美（尼崎市市長） 
川島明子（本学学長） 

野呂千鶴子（本学人間看護学科教授/司会） 
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ります。 
 それでは、まず本日のシンポジストの先生

がたをご紹介していきたいと思います。まず、

尼崎市市長、稲村和美先生でございます。続き

まして、東洋学園大学学長、原田規梭子先生で

ございます。最後に本学学長、川島明子でござ

います。 
 
野呂 それでは進め方ですが、今からこの 3 人

の先生がたにご自身のライフヒストリーとい

いますか、今まで歩んでこられたところから

現在、未来へというふうな辺りで、まず女性活

躍というキーワードの中でのお話を進めてい

ただきたいというふうに考えております。そ

れではまず最初に尼崎市市長、稲村和美先生

のほうから、今ご紹介したときに私さらっと

お名前を言っただけなんですけれども、自己

紹介をお願いしておりますので自己紹介も含

め、ご提案をお願いできたらと思います。よろ

しくお願いいたします。 
 
稲村 改めまして尼崎市市長の稲村でござい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。では

座らせていただきまして。まず自己紹介をと

いうことなんですけれども、現在は尼崎市市

長をさせていただいているわけですが、その

前は兵庫県議会議員を 7 年半しておりまして、

その前は証券会社の OL です。なんでこの政治

の道に入ることになったのかというきっかけ

が、まさに大学時代の原体験にさかのぼると

いうことでございまして、きょうのこの経験

値教育、COC の報告もいろいろな思いを持っ

て聞かせていただきました。 
 実は、私、神戸大学の出身でございまして、

神戸大学在学中に阪神淡路大震災が発生をい

たしました。私、自宅は奈良でございまして、

片道 2 時間近くかけての遠距離通学をして、

学生でしたので自宅におりまして、自分の所

はあまり被害はなかったんですが、大学は被

災地の真ん中ということで交通機関も麻痺を

しましたし、大学も避難所になり、長期の大学

休校ということになったわけなんです。突然、

大学も休みになってしまって、自分自身はテ

レビで普段、自分が通っている所が非常に大

きな被害を受けているというのに衝撃を受け

つつ、実はそのときの正直な気持ちとしては

一度、被災地をこの目で見ておきたいという

ような気持ちもあって、被災地入りをしよう

と決めたというのが最初だったんです。 
 足りないといわれている物をリュックに詰

めて被災地に行ってみますと長期でボランテ

ィア活動をする人はなかなか足りてないんだ

ってことが分かって、そうすると大学が休校

になった大学生でも少し何かできることがあ

るのかなということで、いったん家帰って。次

からは泊まり込みで、ある小学校の避難所に

行って、しばらく腰を落ち着けて活動させて

いただくということになりました。 
 まさにそこで私はいろいろな出会い、経験、

学びをいただいたってことなんですが、やは

りライフラインも十分に復旧していない中で

多くの人たちが避難所という特殊な状況で共

同生活を送っていかないといけないというこ

とですので、運ばれてくる物資をどのように

仕分けて配るのかっていうところから、トイ

レの掃除はどういうふうな当番で回すのか、

いろんなボランティアの申し出があるのはど

ういうふうに受けたり、断ったりするのかっ

ていうようなことを、毎晩、避難していらっし

ゃる方たちとボランティアと学校の先生たち

が会議をしながら進めていくような、そんな

状況でした。 
 そこで自分自身が思いもしない、自分はそ

んなつもりじゃなかったけれども被災者の方

からはこんなふうに受け止められることがあ

るんだっていうような、いろいろな気付きや
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経験ということもありました。無我夢中の活

動でしたけれども、私たちのような学生ボラ

ンティアがたくさんそのとき避難所に来てい

まして、少しは力仕事中心にやれることがあ

るのかなっていうような役割を得る手応えと

いいますかね。そういったようなことも経験

をさせていただきました。 
 そうこうしているうちに、だんだん被災地

のフェーズが変わってきまして、学生ボラン

ティアではどうすることもできない地域の課

題ということが非常にたくさん見えてくると

いいますか、顕在化をしていくわけなんです

よね。そういった中でいくつか気付きがあっ

たんですけど、一つは震災という特殊な状況

で見える化された多くの問題は実は震災の前

から地域にあった問題なんではないかってい

うことですね。ですので、地域にある大学、そ

こに通う学生っていうのは、実はこの震災と

いうことに限定せずにもっと地域と関わって

いく必要性や、関わる意義っていうのがある

んじゃないかなっていう、これは一つ大きな、

それまで実はなかなかやっぱり地域と学生っ

てつながっていないというのが実体だったと

思うんですけれども、そういう大きな一つの

きっかけと学びをいただいたというふうに思

っています。 
 あともう一つはさっき大江先生が報告に、

本気の大人と出会ってほしいんだっていうよ

うなお話ありましたけれども。私、幸いにそこ

で非常にいろんな専門性を発揮したり、いろ

いろな問題意識を持って主体的に活動される

先輩世代の人たちとたくさん出会わせていた

だいて。自分にもできることがどんどん少な

くなっていって非常にもどかしい思いもたく

さんしたんですけれども、じゃあ自分が 5 年

後、10 年後、今こうやって活躍している先輩

たちの年齢や立場になったときに何がしか役

に立てるような、そんな状態になっていたい

なというふうに思わせてくれるような人たち

との出会いというのに、やはり非常に恵まれ

たなというふうに思っていまして。役割を得

た手応えと、でもそれが壁に当たったときに、

じゃあもうちょっと自分ができることを増や

していきたいなっていうような、ある種の意

欲というか、自分なりに学び続けていく力、い

ろんなことをやり続けていく力っていうよう

なものを得る、本当にそういう大きな原体験

になりました。 
 そんな中でボランティアで手が届かんとこ

ろはもっと政策的に、みんなが一生懸命、払っ

てきた税金でもっと上手にできるはずじゃな

いのかっていうふうに発想したことから、初

めて税金の使い道に関心を持ち、誰がこれを

決めているんだ、どうやったらそれを変えれ

るんだっていうふうに発想して、初めて政治

というものに関心を持ったというのが私のキ

ャリアにつながるんですけど、ちょっと今日

は 置 い て お い て 。 私 は こ の Center of 
Community ですね。この「地（知）の拠点事

業」、そしてこの園田学園女子大学が取り組ん

でいらっしゃる経験値教育っていうのが非常

に意義深いというふうに思いますのは、被災

地で私がそうやって経験をした学びというの

は非常に多くの犠牲の上にあった学びだった

わけです。でも、そうではなくって、平常時な

かなか見えにくいんだけれども、実はそこに

もたくさんの同じような学びの機会が本当は

たくさんあって、そういったことをなるべく

普段からやっていくということの大切さとい

うのは私自身は非常に身をもって実感をして

おりまして。 
 ですので今回 5 年の区切りで終わりにする

んではなく、今後しっかりとこれを続けてい

こうというふうに尼崎市のほうにも呼びかけ

をしていただいたことを大変うれしく思って

おります。園田学園の皆さまには大変いつも
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お世話になっているんですけれども、これか

らもぜひともよろしくお願いをしたいという

ふうに思います。 
 女性の活躍ということが今日もう一つのテ

ーマになっています。女性活躍っていうこと

に特段、特化した話ではないのかもしれない

んですが、やはり女性に限らずいろんな事情

や条件を持った人たちが協働していく。とも

に力を出し合ったり、補完関係になって力を

発揮していくっていうときには評論家になっ

てはいけない。 
 実践的な、現場での経験的な学びというこ

との大きなこと、ポイントは自分が主体的に

何事かをやり切るという経験だと思うんです

よ。失敗も含めてですね。誰かに教えてもらっ

たことを理解するだけではなく、自分自身が

いろんな問題発見していく。大学受験までは

私たち与えられた問題を一生懸命、解いてい

ますので、そうじゃなくって、何が問題なのか

っていうところからスタートをしていく学び

ですよね、経験値教育っていうのは。そういっ

た中で自分が主体的になる。誰かのせいにで

きない。誰かにやってもらおうじゃなくって

っていうのをやっていく中で、いかに自分が

やろうとしていることが相手に伝わるってい

うのが難しいことかとか。自分はそうは思っ

てないのに、こんなに誤解されることもある

んだとか、もしくは自分が見えていなかった

いろんな人の事情が見えるような経験をする

ことができたりとか、そういったある種のセ

ンスや経験っていうのが、やはりいろんな多

様な自分とは違う力を持っている人、自分と

は違う風景や物事の見方、価値観を持ってい

る人たちとまさに一緒にやっていくっていう

ことの基礎力、基礎体力になると思うんです

よね。 
 そういったことが、これから女性を含む多

様な人たちが一緒に活躍できる組織であった

り、社会づくりの非常に大きなインフラにな

っていくんじゃないかな、そういう意味でも

こういった経験値教育っていうのがこれから

ますます意味を持つんじゃないかなというふ

うに感じています。ひとまず、この辺りです。 
 
野呂 稲村市長さん、どうもありがとうござ

いました。もう多くのことを語っていただい

たんですが、一つ一つ先生がたにお話しいた

だいたところでまとめさせていただくんでは

なくって、皆さまの先生のほうからのご意見

をいろいろいただきながら、ディスカッショ

ンを通じて皆さまと一体で考えていきたいと

思っていますので、ちょっと先に進めさせて

いただきたいと思います。それでは次に東洋

学園大学の原田学長様のほうにお願いしたい

と思います。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 
 
原田 皆さん、こんにちは。きょうはお招きい

ただきましてありがとうございました。先ほ

どからいろいろお話を伺って、大江先生のお

話なども伺って、本当に私がいつも考えてい

ることと同じなんですけれども、それを本当

に学長のリーダーシップの元に大江先生がし

っかりと具体化されているっていうことに敬

意を表したいと思います。本当に素晴らしい

プロジェクトだというふうに思っております。 
 自己紹介ということですけれども、現在は

東京ドームのすぐ側にある本郷にあります東

洋学園大学って、きょう文科省からおいでい

ただきました方が住んでいらっしゃる流山と

いう所にも、もう一つキャンパスもございま

して、その 2 キャンパスでやっているんです

けれども。そこの学長をやって、ちょうど 4 年

目を迎えるところでございますけれども、も

ともと私は学長なんかをやるような器ではな

かったと思います。非常に小さいときはおと
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なしい子でして、みんな笑うんですけど本当

にそうで。体もものすごく小さくて、三つ下の

妹がいるんですけれども全て小学校のときか

ら、背の高さから何から全て抜かれているよ

うな子でした。 
 母も、育ちが遅そうだからと大学まで続い

ている女子大の付属の中学校に入れてくれた

んですけれども、中学、高校と女子校で育ちま

して、実践女子大学というところなんですけ

れども、そこにそのまま 95 パーセントの生徒

さんが上に上がるような学校でしたけれども、

なぜか高校 2 年の後期ぐらいから何か頭の中

で変容が起こったんだと思いますけれども、

別の世界も見てみたいなという、家族も 4 人

姉妹、女ばっかりなんですね。そんな中で少し

別の世界を見てみたいという感じで、受験勉

強も何にもしなかったので、何とか明治大学

が拾ってくれまして、明治大学の英米文学科

に進みました。市長も非常に大学時代いろい

ろなことがあって気付きがおありだったよう

ですけれども、私はそこで大変、素晴らしい恩

師に出会うことができて、今の私がいると思

っております。 
 やはり人と人との出会い、つながるってい

うことが大変、大きなテーマだろうと思いま

す。大学生になったら絶対に自分は変わって

やるぞと思いながら、大学の門をくぐりまし

た。女の園から行ってみましたら、明治大学は

その頃もう 90 パーセント以上、男子学生でい

っぱいでございましたので、キャンパスを歩

くのも怖いぐらいでしたけれども、若さって

すごいなって思うのは 1 カ月ぐらいで慣れま

した。そこで橘先生と、神戸大学でも教えたこ

とのある先生なんですけれども、出会いまし

て、先生が教室のドアから、すって入って来ら

れて学生たちににっこり笑ってご覧になった

その姿を見て、私はこの先生に出会うために

この学校に来たに違いないと思うような衝撃

的な出会いがございました。 
 言葉をひと言も交わさないでそんなふうに

思えるんだって自分でもびっくりしましたけ

れども、それからずっと彼は私の師匠でござ

いまして、早いうちに亡くなられてしまうの

で、その後は彼が私の中にたたき込んでくれ

たものを今でも昇華しているような気がしま

す。大学院までいって研究生活を続けるには

大学の教員になるしかないかなぐらいの気持

ちでなったんですけれども、初めて授業した

ときに私はこれは天職だと思いました。学生

と関わっていくことが今でも、学長になって

も、学生と関わるのが一番楽しいというぐら

いに教育っていうものには非常に親和性を持

っている人間だというふうに思っています。 
 経験値の話でございますけれども、私が育

った時代は大家族の時代でしたけれども、私

も 3 代、曾祖母と祖母と両親と、私たち 4 世

代が一緒に住むような大きな家族で住んでい

ましたけれども、ちょうど今、私は 19 年生ま

れですので年が分かってしまうんですけれど

も、70 を過ぎているんですけれども。ちょう

ど私の世代が学生運動も華やかな頃でしたし、

家族の大家族っていう制度をつぶした世代だ

というふうに思っております。それから先ほ

どいろいろ出てきましたベトナム戦争なんか

もそうですけれども、そのベトナム戦争なん

かにも何かしらのある意味負い目が、あのと

きに、あの戦争を止められなかったとかね。何

にもできなかったんではないかという、そう

いう思いを、痛みをずっと持ち続けている世

代でございます。核家族が良かったか、悪かっ

たかっていうと、やはり人間ってどこかでつ

ながりたいんですね。 
 ですから、今もこのつながるという教育が

行われているようですけれども、人間は一人

では生きていけないので、つながって生きて

いきたいのは本能だと思います。それが家族
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から、さらに地域コミュニティーへの関心に

なってきていると思うんですけれども、その

ことに関しては本当に素晴らしい教育をして

らっしゃると思います。教員として私は先ほ

ど大江先生もおっしゃったように大学で教わ

った知識っていうのは経験だとか、体験を通

して初めて生きる知恵になるんだっていうふ

うに思っています。ですから、今や大学生を育

てるのは学内だけではなくて外の地域の住民

の方だったり、企業の方だったり、本当に一般

の市民の方たちが学生を育ててくれる時代だ

と私は思っておりまして、そういう方たちと

のつながりの中で学生は育っていくんですね。 
 ただ、学生を育ててもらうだけではその関

係は長くは続きません。その地域にとっても

学生が入ることが意味のあるもの、ウィンウ

ィンの関係でないと、この関係は長く続いて

いかないというふうに思います。私は演劇が

専門なんです。ですから演劇論なんかを教え

ているんですが、例えば先ほど阪神の大震災

じゃない、東北のほうですね。震災のときに、

その後 4 月の第 1 回目の授業のときに私は学

生たちに何と言葉を掛けていいのか、どうい

う言葉が今教育の現場で求められているのか

ってずっと考え続けていました。でも、当日言

葉が出ませんでした。 
 みんな今日は来ててくれてありがとうとい

う無事を確認する言葉しか出ませんでした。

いろいろ授業、進めていくうちに、こんな大変

なときに私たちはこの教室で演劇論の授業や

ってていいのかという話し合いを、疑問を投

げかけたときに学生たちは「そうだよな、僕た

ちは演劇なんかの話をしているよりも毛布 1
枚、今、持って駆け付けることのほうが大事じ

ゃないか」と。じゃあ演劇論の授業は要らない

のかということになりますと、学生たちはい

ろいろ考えてくれて、「少し人の気持ちが落ち

着いてきたときには、演劇的なそういう心を

癒やすようなことも、とっても必要だと思う

よ先生」というようなことを言ってくれまし

て、学生たちを連れて陸前高田に水を配ると

いうボランティアに行きました。 
 そこで学生たちはもう若いですから一生懸

命、重い水を配って歩くんですけれども、被災

されたおばあちゃまたちが自分の経験を語り

出すんですね。それを聞いて学生は、もう女子

学生は泣いて聞いていられないぐらいなんで

すけれども、当の話すご本人は話すことによ

って自分を解放している。これは演劇的な意

味もあるんですけれども、次の生きるエネル

ギーにしていらっしゃる。こういうふうに、ど

ちらにとっても意味のある関係がコミュニテ

ィーの、今、社会貢献っていう言葉があります

けれども、お互いに学び合うという、それが経

験値教育だっていうふうに思っています。 
 例えば演劇論の中でギリシア演劇の『オイ

ディプス王』の話をしますと、お父さんを知ら

ず知らずのうちに殺してしまうというような

話ですけれども、この過酷な運命を受け入れ

られるのかと学生たちに問います。先ほども

大江先生のお話の中もありましたけれど、受

容する精神、受け入れる心こそ大事だと気づ

かせます。それと主体的に、市長がおっしゃっ

たように主体的に自分が何ができるか、同じ

運命を与えられても主体性があるかないかに

よって、結果は全然違ってくる。運命っていう

のは命を運ぶと書きますね。つまり自分で運

ぶわけです。そういう気付きみたいなものを

演劇論の中でやるんですけれども、ふうんっ

て学生たちは聞いているんですけれども。 
 じゃあそれを実際にどうやって経験値とし

て学ばせるかというと、そういう被災地に行

ったり、あるいは学生同士でチームでプレゼ

ンテーションをさせたりします。そうすると

本当に今は発達障害を抱えたり、アスペルガ

ーの学生がいたり、勉強はできるんですけれ
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ども、そういうコミュニケーションが苦手な

学生がたくさんいます。そういう学生を巻き

込んで、どういう発表ができるかっていうと、

リーダーになった学生が、先生もうやってら

れないとか、いろいろ言うんですけれども、そ

のときに初めてオイディプスの、受け入れる

心を学んでいくわけですね。あなたが主体的

に引っ張っていかないでどうするのって言っ

たとき、彼女が引っ張り出すとみんなが動い

ていくという、そういう経験値が今のアクテ

ィブラーニングだとか、PBL だとかっていう

教育方法だというふうに思っています。 
 女性の活躍ということに関しましては、私

は、女性はもっと欲深くあるべきだというふ

うに思っているんです。学生さんがちょっと

少ないですけれども、若い学生さんには私は

いつも何だってできるんだから、例えばお嫁

さんになったらもう専業主婦じゃなきゃ駄目

だとか、そんなことはないわけですね。働きた

かったら働けばいいし、子ども産みたかった

ら産めばいいし、専業主婦になりたかったら

専業主婦がいい、それを全力でやりきること

が大事です。 
 三つやりたかったら三つやるべきなんです

ね。それが今 40 代の、市長も 40 代でいらっ

しゃいますけれども、40 代の女性の活躍につ

ながっていると思います。もっと欲を持って、

学生さんたちも自分のやりたいことをやって

いかれたら、それでちょうどいい時代になっ

てきていると思います。私が子どもを産んだ

時代は子どもができたら学校は辞めなさいと、

今でしたら大問題ですけれども、そういう空

気があった時代ですね。なんで子ども産んで

辞めないの、みたいなのがありました。私はた

またま子どもが、生まれてきたときに腸が弱

かったもんですから、9 年間非常勤という形で

子育てをしながらほそぼそと研究を続けてま

いりました。そのときにそういう若い人たち

を支えるシステムだとか、支えてくれる人が

いないと、それはなかなかつながっていかな

いだろうと思います。 
 そろそろ時間かもしれません。若い女性が

今なぜ強くなりつつあるのかなってことを考

えると、長い歴史の中で男性社会だったんで

すね。全ての国がそうだったと思いますけれ

ども、男性はそして組織の中で生きてきてい

らっしゃいました。その中で女性は割合に組

織には属さないで、ある意味、自由に自分のや

りたいことをやり続けてきたんだと思います。

ですから、組織というものの怖さを女性は知

らないというか、無視できるというか、そうい

うところがあって、私なんかも組織の中にい

る人間ですけれども、もうヒラの頃から学長

だの、理事長に直談判に行くような人間でし

たので、お前さんは組織を知らないねってよ

く言われましたけれども、それが女性の強み

だなっていうふうにすごく感じています。 
 それから、女性がこれから活躍するには女

性自身が自分をきちっとチェックできるそう

いう自覚を持たなきゃいけないと。これまで

は男性が押さえつけていたという時代ですけ

ど、これからは女性がしっかりとお互いに強

化し合うといいますか、自分で強く生きてい

かなければいけないと思うんです。私は演劇

の中でもいわゆるフェミニズムとはちょっと

一味違うんですが、女性がしっかり生きてい

くというようなことをテーマにした女性劇作

家をずっと研究しているんです。キャリル・チ

ャーチルというイギリスのちょうど私より一

つ、二つ上の、まだ現役の劇作家が研究テーマ

なんですけれども、彼女が子ども 3 人生んで、

2 回ぐらい流産をして、それでも書き続けたい

わけですね。その意欲がどうしても収まらな

いんです。そのときになんで女性だけがこん

な思いをしなきゃいけないのか。どうして、ご

主人は弁護士なんですけれども、ご主人はず
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っと仕事を続けられて、女性は休まなきゃい

けないのか。 
 それをぶつけると彼が素晴らしい人だった

んです。じゃあ僕が 1 年間休むと。子育てを交

代してくれて、彼女は一つの大きな作品を書

く。それが『トップ・ガールズ』という作品で

す。いわゆる女性がトップになるとはどうい

うことか。これはまた後ほど機会があったら

お話させていただきますが、女性がこれから

もっと活躍する時代になると思いますけれど

も、女性の活躍をもっと根付かせるには、今、

大きな展開点に立っていると思っております。 
 
野呂 原田学長どうもありがとうございまし

た。それでは最初のお話を展開していただく

中での最後になりますが、川島学長よろしく

お願いいたします。 
 
川島 川島でございます。お二人の話をお伺

いした後は、非常に話しづらいですが。覚悟を

決めて、話をさせていただきます。私が大学に

入学した年は昭和 44 年です。中学までは父の

仕事の関係で小、中学校を計 5 回、転校した経

験があります。子どもながらにずいぶん緊張

したり、恥ずかしい思いも経験しましたが、転

校先の地域地域で多くの友人もできましたの

で楽しい思い出も多々残っています。その後、

大学に入りました。大学に入学してみました

ら、突然、休校になりました。いわゆる大学紛

争の真っただ中の時代で、東大の入試がなか

った年です。ほぼ半年以上、授業がない状態が

続きまして、これってモラトリアムと考えて

いいのかなと漠然と思っていました。授業が

再開されました後、その後すんなりといいの

かな、いいのかなと思いながら、教養、それか

ら専門課程のほうに進級して、卒業いたしま

した。 
 でもこの経験からその折、ぼんやりと私は

不安に感じたことを覚えています。「こんな簡

単な卒業の仕方をしたら後からひどい目に遭

うんじゃないか」と。そのとおりでした。学ぶ

べき事柄は、その折にしっかり取り組んでい

ないことは後から必ずやってくる。そして自

分が不得意な分野は残していけばいくほど後

から追ってくるというのは事実だということ

を体験しなければならない多くのステージを

いままでたびたび経験しました。大学卒業後、

すぐにご縁があり、九州から兵庫県にあるこ

こ園田学園女子大学に 5 年間奉職しいたしま

した。その後、出産の為、いったん退職しまし

た。なかなか仕事に復帰する機会がなかった

ので、12 年ほど専業主婦で、子育てを経験し、

その後、園田学園のほうに復職し今に至って

います。話は飛び飛びになりますが、園田学園

に奉職し、2 人の人生の恩師との出会いがあり

ました。最初の恩師は大学の先輩でしたが、非

常に卒業生の信頼の厚い先生で、社会人とし

ての心得として一生様々な形で働いていても、

それから家庭に入っても人間同士はつながり、

和による信頼が大切だということを教えてい

ただいたと思っています。復職した時は、すで

にもうその先生は退職しておられました。さ

らに本学の 1 期生であり、母校の教授として

残っておられた先生にも若いときのような変

な自己肯定感はもちろん、自信もなく長いブ

ランクのある私は、公私ともども大変お世話

になりました。その先生のおかげで何とか今

があると思っています。 
 先生の教えの中で、「お世話になった方には

その人に返さなくてもいいので機会があれば

誰かに返しなさい。」この教えは今も私の中に

温かい気持ちを思い起させ、しっかりと残っ

ています。そして「教育とは学生を心をこめて

しっかり育てると同時にあなたもしっかり育

たないとできるものではありませんよ」と常

に実践を伴って教えていただき、今も私は一
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教育者としての糧としています。現在学長と

いう立場ですが、なすべき事には誠意をもっ

てあたり、学生一人一人を本当に大切にして、

教職員の方々と協働しても和を取ってやって

いかないといけないということを私は信条と

して仕事続けています。 
さて、この 5 年間で終わります COC という

取り組みについては、ああもう今年度で 5 年

目になったんだという思いで、感慨深いもの

があります。この取り組みは私の前の学長富

永学長が機構長、大江先生が副機構長で開始

され、私はそのときに学部長の職責にいまし

た。COC 事業に採択され、大学全体が歓喜し

たのをよく覚えています。本学の教職員をは

じめ実際にご尽力いただいた関係者の皆様の

力で、不十分な部分はありますが、尼崎市と本

当の、真の連携ができて、そして地域で学生を

育てていけるという体制ができ、園田学園に

とって経験値教育の一つの柱がしっかりとで

きたというふうに確信をしております。稲村

市長のありがたい発言がありましたように今

後もこの体制を継続していく必要があると強

く思っています。 
次に、経験値教育についてなんですけれど

も本学は女子大です。女性にとって経験とい

うのは何にも代えがたいもので、自信の一つ

の芯になるものだというふうに私は考えてい

ます。ですから、この経験値教育の具現化を進

めていき、学生は失敗が許される大学時代で、

ちょっと大変かもしれないけれども、頑張っ

て社会とつながって真の意味の経験を積んで

いただいて、それを糧として先ほど社会で野

呂先生も申し上げましたけれども、生きると

いうよりもこれからいろんなステージで生き

抜いていかないといけないと思いますので、

それを糧として行くための経験値教育をして

まいりたいと思います。 
 次に女性活躍という文言から連想すること

として少し横道にそれるかもしれませんが、

個人的に大学時代に非常にショッキングな出

来事がありました。共学で、40 名中女性は 5
名の学科を専攻しました。一人の先生に専門

課程に進んでの授業の第 1 回目に、ここに女

性が数名いるけれども、国立大学というのは

国庫のお金を使って教育をしている。ところ

で皆さんは卒業後就職しますか。そして社会

のために役立ちますかということを詰問され

ました。今でしたら完全にセクハラでアウト

ですよね。でも、言われたときに、エッツと思

った女性はわずかで、男性はもちろん残りの

女性はフーンと聞いていたようですが、この

経験は私にはかなりのカルチャーショックで

した。 
 そういう経験は今になって思いますと、し

てよかったかなと思います。厳しい現実にお

かれていることの経験を積み、それを糧にし

て現在があるというふうに考えておりますの

で。私の中にもやはり学生さんからみると古

い世代の因習が残っているというふうに感じ

ています。しかし、それにめげずにそれを糧に

して生きていくということが人生にとっては

非常に大事な事ですので、女性が真にしっか

り自己実現し、活躍できるような教育をこれ

からもしてまいりたいと思いますので、皆さ

んどうぞ共に頑張っていきたいと思いますの

でよろしくお願いします。 
野呂 3 人の先生がた、どうもありがとうござ

いました。司会として、雄弁な先生がたを前に

してどういうふうに進めればいいのかなと思

っているところなんですが、3 人の先生がたの

お話の中で共通項というところは女性活躍と

いう、その部分を取り上げていくんではなく

って、経験値教育っていうものってどういう

ものなのかと。どういうふうな社会をこれか

ら生きていってほしい、そういう女性を応援

していきたいのか、というような大きなメッ
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セージ性のものがあったのかなというふうに

思います。 
 最初、稲村市長のほうからは大江先生の「本

気の大人と出会う」という話も取り上げてい

ただきながら、こんな人になりたいというよ

うな多くの大人との出会いの中から豊富な経

験を積んで、それでそこで終わるんではなく

って自分の中でできることを増やしていきた

い。それってまさしくその後に言われた主体

的にやり切るというところにつながるのかと

思うんですけれども、そういうふうな部分を

これからの女性活躍というところに特化して

言うならば、生き抜いていく中で主体的にや

り切るというのが一つのキーワードになって

いたのかなと思います。 
 それと市長の話の中に出てきたのは、今、本

当に多様な人々とともに生きるダイバーシテ

ィ構想といわれるようなところっていうのが、

少しその辺りのことも出てきたのかなと思う

んですが、いろんな人とともに共存する。そう

いうふうな辺りの中で私たちがどういう役割

を果たすのかというのができることを増やし

ていく中で、主体的にやり切るというところ

につながるのかなというような辺りだったの

かなというふうに思っております。 
 それから、原田学長のほうからも同じよう

に人と人との出会い、つながるというのがキ

ーワードとして出てきたのかなと思います。

恩師との出会い、学生との出会い、学生と関わ

ることの楽しさということも話していただき

ました。それから家族構造が、家族の形態が変

わってきている中で今、本当に人間関係の軽

薄化って地域の中でいわれていて、私の研究

の中でもそういうのは随所に入ってくるとこ

ろなんですけれども、そのコミュニティーへ

の関心度を高めるっていうのが本学の経験値

教育の中には生きているのかなというところ

もある評価をいただいたのかなというふうに

思います。そういう体験、経験が生きる力を学

生それぞれ、それから私たち社会人になって

からも得ていく一つのプロセスというお話も

いただいたように思います。 
 もう一つ印象的だったのが、運命っていう

のが、命を運ぶっていうことなんだよってい

うところで、そうするとそれを支えるシステ

ムをつくらないといけない。その支えるシス

テムをつくるということが、女性が一つ自分

のやりたいことをやる時代の中で女性の細や

かさの中でも出てくるところなのかなって。

先生は女性は欲深くあるべきだって言われま

したけれども、その部分がその支えるシステ

ムを考える中では大きいのかな、そういう力

があるのかなっていうふうなことと、それか

らもう一つ印象的だったのが男性は組織の中

で生きてきている。組織文化をしっかり知っ

ているというところって、私も生きてきたこ

の大学時になる前の社会では本当にそのこと

を思い知ってきたかなというふうに思ってい

るんですが、女性はその組織の中にしっかり

と、いたわけではないので怖い物知らずなん

だ。その話もすごく興味深く聞かしていただ

きまして、その強みをやっぱり強みとして持

ちながら女性を自分をしっかりチェックして

いける時代というところをご提言いただいた

のかなと思います。 
 本学の川島学長からも同じように和であっ

たりとか、つながりっていうような方面につ

いてお話をいただいたのかなというふうに思

います。皆さま、共通なようなところでできる

ことをしっかりやっていく。それが川島学長

の言葉にありましたのは誰かに返していくこ

とになる。それが支えるシステムであったり

とか、多様な人とともに生きるというところ

につながっているのかなっていうふうに思っ

たりします。 
 一応、私が今までのところで感じたところ
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なんですけれども、先生がたのところでもう

少しそれぞれのご発言のところ深めていただ

いたり、あとの先生の、残りのお二方の先生の

ところへの共感なり、ご意見なりというとこ

ろで深めていただければというふうに思いま

す。司会、あまりしゃべらないでおこうかなと

思っているんでどうかよろしくお願いいたし

ます。 
 
稲村 ちょっとこれまでのお話を受けてって

ことじゃないんですけど、先ほど休憩時間に

一回、展示をぜひご覧くださいっていうご案

内いただいて、みんなで見に行ったんですよ

ね。いろんな取り組みの報告だとか、地域の方

からの感想なり、アドバイスなり、そういった

声っていうのも少し拝見したんですけれども。

事前に活動に関して、狙いみたいなのを書く

ようなシートがあったり、多分やった後に振

り返りのパートがあると思うんですけれども、

やっぱりそこをしっかりできる学生と、ちょ

っとそこがねっていう学生では地域の方の受

け止めがだいぶ違うのかなっていう印象を受

けました。 
 私、こういう経験値の中で自分が普通に勉

強するだけじゃなくって、いろんなことつな

がっていく中で初めて得られる力として、メ

タ認知能力っていうんですか。もう少し違う

角度から見てみるとか、少し俯瞰して見てみ

るとか、こういう力を付けていくっていうの

が非常に大事だなと思ってまして。でもそう

いう力って実はがむしゃらに経験するだけじ

ゃなくって、例えば自分がいろんな人とトラ

ブルになったとか、傷付くようなことがあっ

たとか、うれしかったとか、何でもいいんです

けど、少し掘り下げて振り返ってみるとか、自

分で言語化しようと努めてみるとか、誰かと

それを共有するために話してみるとか、そう

いうところがセットになっていないともった

いないのかなというような感じがしまして。 
 例えばさっきも女性活躍の話をしていたん

ですけど、私なんかは世代的には、パイオニア

として切り開いてこられた先輩たちの後で随

分と果実をいただいている世代で、もういっ

つも申し訳ないなと思うぐらい。その分、欲張

りに頑張りますので、それを持ってお返しし

たいというふうに思っているんですけれども、

そういういろんな経験を糧にするって言っち

ゃうと簡単ですけれども、少し俯瞰して見る

ような力っていうのが他の人との相互理解に

すごく大事だなっていうふうに思うんです。 
 こういうやりがいがある、役割を持ってや

り切っていく中で学ぶことってすごく有意義

なんだけど「楽じゃない」わけなんですね。こ

れも大江先生の学生の言葉の中にもありまし

たけど、基本、面倒くさいことがいっぱいある

わけなんですね。そんなもんやねんなってい

う、このトレーニングっていうんですか。いい

とこ取りなんてなくって、人間そういういろ

んな面倒くさいことの中から、こうだったん

だっていう気付きがあったり、分かり合える

喜びがあったり、分かり合えない悲しみも時

にはあるかもしれませんけれど。 
 楽じゃないんだけれどもそこから私たちの

人間らしいいろんな、それこそつながりや学

び、そして自分の成長や自分一人ではできな

いことが何事かやり遂げられるような可能性

とか、そういうことがあるんだっていう意味

での成功体験っていうんですか。失敗しない

という体験ではなくって、そういった面倒く

ささの中やいろいろなことの中から次につな

がるんだっていう成功体験ですよね。そうい

うことがちゃんと積み重なって、それがある

種の自己肯定感というんですかね。そういっ

た自分にも役割を果たしていくんだっていう

意欲的なことにつながって、そういういい循

環をつくっていくのに私は大学生の期間って
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いうのが非常に重要な意味を持っているなっ

ていうのが自分の人生を振り返っても思うわ

けなんです。 
 といいますのは学生って冒頭の商工会議所

や社会福祉協議会からのごあいさつにもあっ

たように、若い人は最初は必修やからかもし

れません。あんまりやる気ある人ばっかりじ

ゃないかもしれないけど、若い人がそこに少

しでも関心を持って来てくれるっていうだけ

で地域の側からしたら、面倒くさいとこもあ

るけどもうれしいし、可能性を見いだそうっ

て思うし、学生サイドだってお互いにそうい

う面倒くささとか、いろんなことがある。受け

入れる側の地域や組織のほうだって別に常に

正しいことを言っているわけではなければ、

そういった学びのプロセスにお互いが入って

いくわけですから、そういうことがさっきメ

タ認知っていうことにつながっていくんです

けれどもね。 
 そういった中でそういったいい循環に結び

付けるっていうことを意識していかないと。

自己肯定感が低いと他者に寛容になれないじ

ゃないですか。だから、そういったことをやっ

ていく中で他者との相互理解や補完関係って

いうのが促進されるかなっていうふうに思う

ので、これは女性に限ったことではないんで

すけれども、そういった視点で経験値教育っ

ていうことがより進化していくと素晴らしい

し、私たちもそういうふうに一緒に関わりな

がらつくっていけたらなというふうに思いま

した。ちょっと雑ぱくな話になってすみませ

ん。 
 
原田 いいですか。今の市長の話を受けて、本

物の経験っていうか、体験っていうかね。飛び

ぬけた経験値みたいなものを持つことがとて

も大事なことで、私も学生にいつもいい加減

な、例えばアルバイトをしてこういう経験し

ましたとか、いろいろ言うんですけれども、誰

でもが普通にできるような経験ではなくて、

あなたにしかできない経験、飛びぬけた経験

をちゃんと語れるようになりなさいというこ

とを言うんですけれども、学長に就任した第

一声は私は東洋学園大学を学びのコミュニテ

ィーにしたいという話を差し上げたんですけ

れども、まさに今、市長がおっしゃっていたよ

うな、そういう循環をつくりたいということ

だったんです。 
 まず手始めに『キャリアのススメ』という授

業を一つ作ったんですけれども、キャリアと

いうのは就職という意味だけではなくて人生

設計をするということで、教員と職員と一緒

になってどういう授業にしようか、どういう

アクティブラーニングをしようか、どういう

PBL を入れ込むかとか、職員も含めて話し合

いました。それで科目の名前も、ワーキンググ

ループをつくったんですけれども、そこでい

っぱい出してもらったら 30ぐらい科目名が出

てきたんです、その中で投票制にして、ある職

員がお風呂の中で考え付いたという『キャリ

アのススメ』に決まりました。やはり彼らはま

ず、いろんなワークをしながら自分が 18 年間

生きてきた、振り返りをするわけですね。高校

時代まで何をしていたんだろう。今おっしゃ

ったような成功体験ってどのぐらいしている

のかなっていうと、結構少ないんですね。だか

ら、自己肯定感が少ないんだろうと思うんで

すね。小さなことでも何か成功してもらって

自己肯定感が育つような、そういうサイクル

をつくりたいという、そういう科目をつくり

ました。 
 どうにか学校全体がその学びのコミュニテ

ィーの和の中に入ってこれるような循環をつ

くりたいと思いまして、その授業にファシリ

テーターとして上級生を入れ込んでみました。

きっちりそれなりのファシリテーターとして
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の役割を訓練された上級生を入れました。こ

れが最初たった 3 人から始まったんですけれ

ども、今年は 69 名ほどのファシリテーターが

育っています。つまり、その循環がうまく回っ

ているんですね。うちの学校はそんなに偏差

値が高い学校ではないので、大体不本意な入

学なんですけれども、こんな学校辞めてやる、

がまず第一声なんですね。 
 それが先輩と出会うことによって変わるん

です。どの学校にいても素晴らしい学生って

いうのはいるもんです。素晴らしい先輩と出

会うことによって、自分はまだこの東洋学園

大学でやり切れてないということに気が付く

わけですね。そうすると先輩、ロールモデルが

あるわけですから、じゃあこれをやろう、あれ

をやろう、じゃあファシリテーターもやって

みよう、学生スタッフもやってみよう、いろん

なことを考えてやっていくうちにその輪の中

に入って、皆さん、「この学校でよかった」と

言ってくれます。昨日もその会があったんで

すけれども、本当にこの会に入れてよかった

っていうふうに言ってくれるんですね。 
 私が学びのコミュニティーを思い付いたの

は、吉田松陰という人はからなんです。いろん

なことで知られていますけれども、法律を破

って山奥の牢屋に入れられるんですけれども、

彼のアメリカに渡りたいっていう強い思いな

んかはすごく私もよく分かります。彼は野山

獄という刑務所みたいなところに入って、そ

こに入っている人たちが、みんな死んだよう

なかんじだったわけですね。何にもやること

もないし、その中で彼が思い付いたのは、どの

人にも得意なことがある。「あなたは何が得意

ですか」と仲間に聞いて回るんです。何にもね

えよって言いながら実は大工さんだったりだ

とか、あるいは書道は俺は得意だと言ってき

ました。 
 女性も 1 人いたんですね。確かお花だった

か、お茶でしたかね、得意なものがあるんです。

そういう一つ一つそれぞれ得意なものを出さ

せて、みんなで教え合うんですね。学びは伝播

するっていうのは、彼の本を読んでいて思っ

たんです。本当に腐っていた一人が、自分が誰

かに教えることによって周りが変わっていく

っていう現実を見ることによって、彼は生き

る力を持つことになる。教育っていうのはま

さしく伝播するものだと思っていますので、

こういう教育がこれから求められているんで

はないかなと。 
 ただ知識をどーんと与えるということでは

なくて、その知識はいつまでも残っているん

ですけれどね。やはりふに落ちる経験値とか、

成功体験だとか、そういうものがあって初め

て生き抜く知恵になっていくんだろうなとい

うふうに思います。若い学生たちは本当に無

限の可能性を持っているんですね。その無限

の可能性の種をいかに伸ばしていくかが教育

です。木々の種は硬い土の中で、太陽と水を受

けて、大地を突き破り、双葉を出します。人間

も同じで、教育を受けて自らの殻を打ち破り、

実をつけ花を咲かせます。大江健三郎さんが

アウトグローイングという言葉を使っていた

んですけれども、打ち破っていく、これが若さ

だというんですね。植物は太陽だとか、栄養を

吸収し、人間は知識経験によってどんどん伸

びていく。自分だけの花を咲かせたり、実をつ

けたりするんです。 
本当に教育っていうのは長いスパンで考え

なきゃいけないことで、すぐに成果が出るも

んではないと私は思っています。そういうと

ころでは理事会とずっと戦い続けてきたんで

すけれども、そんなに簡単に出るものはそん

なにいい教育とは私は思えません。私は 70 過

ぎても、私の先生の言葉を一つ一つまだ噛み

砕いています。大学時代、どんと大きな塊の知

識をもらうんですけれども、それを一つ一つ
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昇華していく経験っていうのが大事なんです。

園田学園でやっているような経験値教育、市

長がおっしゃった成功体験こそ、自己肯定感

を育んでくれるのです。 
 
稲村 ありがとうございます。 
 
川島 私もお話させていただきます。成功経

験、それから失敗、辛い経験等の経験値をいろ

いろためていって、知識を知恵に変えていっ

て、それを自己肯定感に結び付けていくとい

うことができたらなと、いやしなければいけ

ないと思っています。本学は実学中心という

体制を教育目標の一つとして定めています。

当然、資格を取得しなければなりませんので、

本学の学生さんは非常に真面目です。こつこ

つ努力を積み上げていますが、なかなか物事

を俯瞰してみるようなというようなところが

やや欠けているかなと思います。その部分を

どう工夫して学生に自己肯定感を身に付けさ

していくかというのが今、大きな本学の課題

となっています。 
 そしてやはり女性がこれから活躍するため

には根本のところに謙虚さがあっても自己肯

定感、自分は自分でいいんだと認識する感覚

っていうことが裏付けとして存在しないと大

きく成長し、自信を持って前に進むことがで

きないのではないでしょうか。別にそれを公

に出してひけらかすのではなくて。大学は自

己肯定感をしっかり付けていく教育が必要で

しょうね。 
先生がたに質問ですが、女子大として自己肯

定感を付けるためにはどうしたらいいと思わ

れますでしょうか。もし何かご意見があれば

ぜひ参考にしたいと思いますのでお願いいた

します。 
 
稲村 女性として、ということにならないか

も知れないんですが、繰り返しになるんです

けど、やっぱりしんどいところを超える経験

のような気がします。人ともめたら傷付きま

すし、自分が失敗したら落ち込みもしますし、

それは当たり前ですよね。そのときにやっぱ

り応援してくれる先輩や先生や一緒に活動す

る友達とか、いろんな関係がないと頑張り切

れないので、そういうところは応援してあげ

たいなというのが一つと、代わりにやってあ

げる支援じゃなくて、その本人が主体的に頑

張り切れるように、頑張れるように応援する

という意味での支援をどれだけやれるかって

いうところが、これからそういったお互い学

び合う立場としては重要なのかなと思います。

言うはやすし行うは難しかもしれないんです

けど。 
 
原田 適切なアドバイスができるか分かりま

せんけど、本学は初め、東洋女子歯科医専とい

って、女性の歯医者さんを育てる学校だった

んですね。日本でまだ 2 校しかない時代でご

ざいました。卒業すれば歯医者さんになれる

という時代でございました。戦争に負けまし

て、GHQ が入ってきまして教育改革がなされ

ました。そのときに本郷の地が爆撃を受けま

して、全て機械から何から失ってしまいまし

て、習志野のほうに移って授業をするんです

けれども、そのときに視察が入るわけですね、

GHQ の。こんな何にもないところで新制大学

としては認めるわけにいかないという決定が

出ました。そういう紆余曲折がございました。 
 閉校が決まるんですけれども、まだそのと

きに 3 年ぐらい、まだ続けなけきゃいけない

んです、在校生の教育を。さらに追い打ちをか

けるように国家試験というのが導入されるよ

うになりました。前は卒業すれば歯医者さん

になれたんです。ところが国家資格を取らな

きゃいけないということで、在校生も本当に
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必死に何もないところで先生たちが育てたん

ですね。その当時のいろいろな物を読みます

と、本当に劣悪な環境で学生たちが勉強して

いたようで、義歯を作る機械がたった一つし

かないので何十人か学生はいるわけです。1 時

間交代で先生はずっと実習するわけですから、

先生は倒れちゃうんですけれども、学生たち

は 1 時間たったら、あなたの番よと起こされ

て。 
 それで暖房もなくて裸電球に手をかざして、

そんな経験をして第 1 回目の日本の歯科の国

家試験は、東洋女子歯科医専は、東京医科歯科

に嗣いで 2 位だったそうです。こういう、それ

こそ先ほど市長もおっしゃったつらい経験を

してやっていくってことが、どれだけ子ども

たちを育てるかということで、生き抜く力を

彼らが持つようになるわけです。 
 その後、英文科の短大をつくって、そして短

大の私は最後の学長だったんですけれども、

短大を閉めて四大になってという。私はその

経緯の中で、学長に食ってかかったんですけ

れども、なぜ女子大にしないんですかと。これ

だけの長い女子教育の歴史を持っているのに、

なぜ女子大にしないのか。彼は人口の半分は

男じゃないかみたいなことを言うんですけれ

どね。ただ私は女子大の付属の教育を受けて

いますので、女子教育の良さというものはあ

ると思いますね。男と女が平等だといいなが

ら、実は役割とか、いろんな意味で違うわけで、

それは当然なわけですね。やはり男の役割、女

の役割みたいなものは当然あると思います。

そういう中で女性の教育っていうのはとても

私は大事なことだと思います。 
 もちろん女性特有の一つの大きな特徴とし

て、子どもを産むということがあります。これ

は女性全員が子ども出産をするべきだという

ことは私は全然、思いません。それは自由だと

思っています。ただ一番、手っ取り早く女性と

して生きる道を教えてくれるのは出産だった

り、子育てだったり、自分の経験でいうとそう

なんですね。ただ私はじゃあその中で子育て

している自分と、研究している自分と、教育を

している教壇に立っている自分とどれが一番

好きかっていうと、うーんって考えると教壇

に立っている自分が一番好きかなというふう

な感じがあるんですね。欲張りなんですけれ

ども、もちろん子どもの命が一番大事です。 
 ですから、大学はできるだけ休まないんで

すけれど、3 年に 1 回ぐらい小さいときに、マ

マ学校休めるっていうときがある。そのとき

は休みます、何があっても。女性はいろんなや

ることがあるのでプライオリティー、何を一

番大事にするかっていう、その選択する力を

持たなきゃいけないんです。先ほど川島学長

が、どういうものを身に付けたらもっと俯瞰

で人生を見れるような生き抜く力を持てるか

と質問されましたが、 私はリベラルアーツ

だと思っています。専門職の資格はとても大

事です。私も歯科医専という歴史を見てきて

ますから、いかにそれが大変で実利があるも

のだというふうに思いますけども、その歯医

者さんが独立して患者さんと向き合うときに

実学だけではなくて、リベラルアーツという

教養というものをしっかり自分の中にあって

こそ本物の歯医者さんになれるんです。それ

が自分の道を選択するときの栄養素になって

いるわけですよね。ですから、リベラルアーツ、

教養教育っていうのはとても、専門教育以上

に私は大事だというふうに感じています。 
 女性が例えば子育てのときに、発達心理学

なんかを勉強している先生は一番よく分かる

と思いますけれども、子どものエネルギーっ

てすごいんですね。子どもの応用力とか、成長

とかすごいんです。私は子どもを育てながら

学生の教育に、すごく影響を受けたと思いま

す。何も知らない、言葉を知らない赤ん坊が風
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呂という言葉を覚えたとするじゃないですか。

そうするとうちの子はプールに連れていった

ら、ママ、大きなお風呂ねって言うわけです。

もう一生懸命、自分の知っている言葉で何か

を表現しようとするわけ。その次に海に連れ

ていったら、ママ、大きなプールだねって言う

わけですね。自分の持っているものを、どうに

か引き出して人とコミュニケーションを取る

って、これ持って生まれたもんですね、人間は。 
 だけど、これを今の社会はあれを言っては

いけません、これをしてはいけませんという

教育に、画一的な教育になっていた時代が、今

だんだん変わりつつありますけれども、子ど

もたちの芽をつぶしてきたるような気がいた

します。もう持って生まれたものは非常に活

発なエネルギッシュなものだと思いますんで、

自分の子どもでなくても子どもの成長を見る

っていうのは女性にとっても、男性にとって

もですけれども非常に意義深いものがあるし、

学長に対する答えとしては専門教育以上に教

養教育っていうのはとても必要だなっていう

ふうに思いました。 
 
稲村 本当にそう思います。でも実は自分が

10 代、20 代のときは、それは分からなかった

ですね。年齢を重ねるにつれて、いろんな、そ

れこそ演劇を見たり、美術の作品を見たり、分

かんないんですよ。でも分かんないながらも、

そういうのが自分の中にちょっとたまってい

るっていうのはすごく大事だなって思います

し。本当に関係ない雑談なんですけど、私より

もずっと前に、とある市の市長をしてらした

先輩がいらっしゃって、もう辞めてらっしゃ

る方ですけれども、その方は天文学を勉強し

ていた方だったんです。いろいろままならな

い課題がいっぱい押し寄せてくるわけじゃな

いですか。押しつぶされそうになるときに空

を眺めると、この天体の大きな世界から見る

と今、自分が抱えているこの課題もどんだけ

小さなことかって思って、また次の日頑張る

んですね。 
 その話を聞いて以来、結構まねしているん

ですけど、何かそういうまさに発想の切り替

えみたいなのは一つのね。そういう専門以外

の自分の他のポケットがいっぱいあるってい

うのはすごく大事だなというようなことを思

い出しながら、お話を伺いました。あと、ごめ

んなさい。これが雑談でもう 1 個何か言おう

と思っていたのに忘れてしまった。また思い

出し次第。 
 
野呂 今、3 人の先生がたから、きょうの本当

にテーマの中の経験値教育っていう辺りで、

私が今お話を伺いながら、今、COC 事業のシ

ンポジウム、5 年間のまとめとしてやっている

わけなんですけれども。やっぱり 5 年間の

COC をやってきたという園田学園女子大学と

して、これからどういうふうにそれを継承し

て、そして今の時代に則した形の教育の形と

して持っていくのかっていうところで、いろ

いろなアドバイスをいただいたのかなってい

うふうに思っています。また後でその辺りに

ついてはまとめも持っていきたいなっていう

ふうに思うんですが、この辺りでフロアのほ

うから今の 3 人の先生がたのお話の展開を聞

いていただきながら何かご意見をいただけれ

ばと思うんですが、いかがでしょうか。 
 
－－ お願いします。 
 
Ａ－ 貴重な話、社会の第一線でに活躍され

ている先生がたのお話を拝聴させていただき、

大変勉強になっております。皆さまがたにお

伺いしたいんですけれども、女性の活躍を進

めていくっていうのは当然にして、当たり前

の必要なことだと思っています。他方で、人口
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の半分の男。男たちももっと活躍しなきゃい

けないと私自身、思っているんですけれども、

世の中の男に対してもっと活躍するための秘

策なりをご教授いただければと思います。ど

うぞよろしくお願いします。 
 
野呂 男性活躍についての何かご提言などい

ただければというような内容だったかと思う

んですが、よろしくお願いします。 
 
稲村 いや、でももう別にあんまり頑張り過

ぎなくていいと思いますけどね。といいます

のは、今は女性活躍イコール働き方改革とセ

ットになっているのが現実だと思うんですけ

れども、でも第 1 段階は女性が男性化する平

等っていうんですかね。男性も専業主婦が仕

事を辞めて、家にいて、初めて実現する働き方

みたいなのに全員が合わせようっていうよう

な形になるとすごくこれは難しくてですね。 
 だから今ライフスタイルも多様になりまし

たし、例えば何歳ぐらいで子どもを授かるか

も随分と、ディンクスの方もいらっしゃれば

っていう感じで、本当に多様になりましたん

で、そういう多様な中で、一つのパターンだけ

ではなかなかまとまらないよねっていう前提

だと思いますので、男性ももっと多様な生き

方を主張してもいいんじゃないかと思うぐら

いで。ほら例えば、働く女性についてはすごく

社会的理解が進みましたけど、男性はまだま

だ非常に単一的な働き方を強制されているよ

うな気もいたしますし、お互いがそういう意

味では多様な選択があってもいいのかなと思

うぐらいです。 
 
原田 まさしくそのとおりだろうと思います

ね。今、これまで女性はある意味、抑圧されて

いた部分、そこが脚光を浴びているわけです、

平等にいこうという。だけども、それで男性が

元気なくなったら困るわけですね。やはり男

性が仕事ももちろん一生懸命しなきゃいけな

いですけれども、やはり今おっしゃったよう

に組織の中で生きてきているので、なかなか

柔軟に生きる知恵みたいなものをお持ちじゃ

ない方が多いと思いますね。だから定年にな

ったら、その後地域でどうやって生きていこ

うか、みたいなことになるわけですけれども、

自分の仕事だけの人生ではなくて、家族との

時間だとか、そういうものがちゃんと若いう

ちから積み上げられていくべきで。 
 例えば私の世代ですと、定年になって初め

て奥さんに何だかんだいろいろ言うんですけ

れども、奥さんは冗談じゃない、今までどれだ

け苦労させられたの、と言う方が多いんです

けれども、そうではなくて若いうちから家族

との時間も大事にしていかなきゃいけないし、

それが働く意欲にもつながっていくというこ

とだろうと思います。私の後輩で最初に子ど

もができたときにはご主人が公務員でらした

んですけど、育休を取られて、1 年間しっかり

子育てをして、子どもがどんなふうに育つか

っていう、その喜びを実感したわけですね。奥

さまはそれを知らないわけです。 
 もう 1 人産んで自分が今度はそれを経験し

てみたいと。子どもを育てるとか、そういう経

験って家族の中で共有されるべきであって、

これまでは男の人は何かいろいろ問題があっ

ても奥さんに任せたからみたいなことで通用

してきたんですけれども、それは私自身は主

人はとても忙しい仕事をしてた人ですけれど

も、大きな問題があるときには夫婦そろって

学校に行くだとか、そういうことをしないと

彼にとっても子育てをしたっていう実感が持

てないだろうと思いますね。振り返ったとき

に俺も子育て頑張ったよなっていうふうに言

えるっていうのがとても大事なことで、ぜひ

男性も仕事にも、それから公務員でらしたり
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すると国を動かしているという意識もおあり

でしょうし、いろいろ大変だろうと思います

けれども、ご自分の家族をきちっと満足させ

られなかったら、私はもっと大きな国の組織

は動かせないんじゃないかというような気が

するけど、違いますかね。 
 
川島 私も同じような思いですけれども、も

う人生、男性も女性も 100 年ライフ時代と言

われております。100 年ライフということでま

ず小さなときから教育を受けて、そして仕事

をして、引退。その後、もうちょっと形を変え

て、今までのようなワンサイクルのキャリア

では対応できませんので、これからダブルワ

ークも含め引退した後は何をするかというの

を男性も女性も一緒に考えて、これからの人

生を生きていかないといけないというふうに

考えております。 
 そして私は子育ての折に、主人のほうが子

育てに熱心でした。幼稚園に上の子が入ると

きに主に育てた人は誰ですかというような調

書が来たときに、当然だと思って母親と書い

たんですよ。それを見た父親が、なんで、違う

んじゃないか、僕じゃないか、といえるぐらい

子育てに参画していたことも身近に経験して

おりますので、男性もしっかり子育てをしな

がら仕事をするという方が、現在のイクメン

という注目度はなくても、たくさんおられた

ということは認識しておりますので。ただ退

職した後も次のキャリア形成ということを含

めて女性も男性も各々の人生をこれまで以上

に考えていかないといけないと思っておりま

す。 
 しかし、今、一生懸命、社会で共に働いてい

る特に管理職に男性の方にお願いがあります。

一般的に必要以上に女性を労わるということ

は必要ないと思います。それはアンコンシャ

ス・バイアスということで、意識してない偏見

という言葉が今、言われているんですけども、

女性はそれだけ優しくしなくてもしっかりと

生きていけますのでご心配なく、男性は男性

で自分のキャリアをしっかりとつくっていっ

ていただいたらいいかなというふうに私は思

っておりますので、皆さん男女一緒に頑張っ

ていきたいと思います。以上です。 
 
野呂 ありがとうございました。今、女性活躍

というテーマの中で始め、男性活躍について

という話が出てきたと思うんですが、今、お話

を聞いてましたらもう随分、前にいわれた男

女共同参画っていわれることの意味をもう一

度、問われているのかなっていうこととか、あ

とワークライフバランスという言葉もどちら

かというと使われ始めた頃は女性にかかって

いたのかなというふうに思うんですけれども。

今まさに 3 人の先生がたから言われた話とい

うのは、そこのところにはもうジェンダーの

問題とか、そんなんではなくって、男性女性問

わずに活躍をしていく、社会人として生きて

いくというふうな中で、そこのところが今も

う一度、自分たちが問い直しながらワークラ

イフバランスを保っていくというようなとこ

ろに来ているのかなというような、いい質問

いただいたのかなというふうに思います。時

間もちょっと迫ってはきているんですが、も

う一つ、二つ何かご意見いただければありが

たいと思うんですが、いかがでしょうか。 
 
出口 非常に有意義な話ありがとうござい

ました。鹿児島大学の出口と申します。今、

鹿児島大学の COC をやっておりまして、

その中でわれわれ今、考えているのはまさ

に先ほど経験を俯瞰するといったお話あり

ましたけれども、経験も単独の経験で置い

ておくのではなくて、学生さんの中でそれ

を咀嚼して、一般化していくとか、併用化
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していくっていうところがやはり高等教育

ですね。園田学園大学でいうと経験値評価

システム、経験を経験値にしていく、ある

いは汎用化していくといったところのプロ

セスっていうのはやっぱり重要だと思うん

ですが、それについて知見をおうかがいで

きれば。 
それから、最近、例えばよくいわれてい

るのは海外専門の教育を希望する女性が多

い。本学では COC+で去年から地域キャリ

アデザインという授業始めたんですけれど

も、去年の受講生 40 人強ぐらいなんですけ

ど、このうち男子 3 人だけだったんですよ。

本年度は 2 年目になって 150、男女の比率

はもう少し接近してきましたけれども。そ

れで、貴学、園田学園大学さんのほうにて、

女子教育だからこそできていること。女子

教育の特徴みたいなものが、もしあればお

話いただければと思いますけども、よろし

くお願いします。 
 
野呂 ありがとうございます。これって川

島学長に向けられた質問かと思いますが、

いかがでしょうか。 
 
川島 女子教育だからできているというこ

とですか。本当は世界中には男性も女性も

いるわけですから、共に学ぶことも必要だ

と思います。しかし、ちょっとお話に出ま

したように、実際、共学校っていうのはと

てもいい学びができるっていうのは承知し

ているんですけれど。男女が共に行動する

場面、特にリーダーシップをとらなければ

いけない場面で女性は尻込み、遠慮してし

まうことがあることが否めません。これは

何しょうねって思うんですけど。しかし女

子大学では、何か行動するときに、例えば

重い物を運んだり、それから試薬瓶の堅い

ふたを開けようとしても男性の同級生はい

ませんので女性間で誰かがやらないといけ

ない。もうそれに尽きると思います。 
 女性がリーダーシップを持って、誰かが

やらないと済まない。だからやらざるを得

ないという立場に置かれるというところが

女子大の一番大きなメリットですし、学び

の中でものごとを俯瞰してみることを特化

して教えることも可能だと思います。女性

として、女性なりの高等教育をする大学が

私は女子大だというふうに思っております。 
 経験値教育のシステムについては大江の

ほうから話をしましたように、アセスメン

ト評価、つながり評価というものを作成し、

それを経験値の評価というふうに当ててお

りますので、それはまだちょっと不十分な

部分はございますけれども十分、自ら学ぶ

力とか、気付く力とか、考え抜く力とか、コ

ミュニケーション能力とか、共同する力を

経験値としておりますので、それで測定で

きるというふうに思っておりますので、今、

教育の中には学習の評価というのは非常に

難しいと思いますけれども、一つの評価シ

ステムとしては構築できたと思っておりま

す。 
 
稲村 先ほど思っていたこと思い出したん

です。まさに今、言っていらっしゃった女

子大ならではといいますか、いや、私は経

験値教育の本当に大事な肝は、主体的にや

るということだと思っていますが、どうし

てもさっき学長がおっしゃったように、ち

ょっと補助的な役割が回ってくることがど

うしても多かったんですよね、女性は。私

の世代になるとあんまりなくなりつつある

と思いますが、例えば、今、私たち避難所運

営マニュアルでも必ず男女 1 名ずつ共同代

表制にしてくださいっていうようなマニュ
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アルを作っているんですね。これはそうし

ないと女性のリーダーが自然に出てくると

は限らない。でも必ず男女 1 名ずつ出して

くださいっていったら誰かならないといけ

ないので、そういうことが最初のきっかけ

になって、そういう立場を経験する人が増

えるっていうのは一つ大事だなと思います

し。 
 さっきの自己肯定感の話にもつながると

思うんですけど、ものすごい高いハードル

のことをやりなさいっていうんじゃなくっ

て、自分がやれることがすごく少ないなら、

少ないながらも何やったらできるかを考え

るっていう発想を持たないと。できないか

らあきらめるんじゃなくって、じゃあ今の

自分でもできることあるんじゃないかって

発想する中で、自分のできることを増やし

たいなっていう次のステップにつながるっ

ていうのがあるので、そのときに自分が主

体的に自分が主語で活動するということが

非常に大事だと思うのと、自分ができるこ

と、周りもサポートしながらやり切ってみ

るという経験をやるっていうことを男女問

わずですけれどもやってみることが非常に

大事だと思うのと。 
 あと若い人など、そういう補助的な立場

になることも当然、多いですよね、経験値

が低いときは。でもそのときに言われたこ

とを言われたとおりにこなせばいいと思う

んじゃなくって、これがそもそも何のため

にやっている仕事なんかなとか、どういう

ことを意図して今この仕事を私が引き受け

ているのかなっていう。手段がいくつかあ

って、もしかしたらよりベターな手法があ

るかもしれないときに手法をやること自体

が目的化してしまうんじゃなくてね。何の

ために今これをやるんだろうっていうよう

な発想を持つとか。そういったことをどん

どんやっていくっていうのが大事だなとい

うふうに思いました。 
 
－－ ありがとうございます。 
 
野呂 ありがとうございました。ちょうど

時計を見ましたら終わり時間のところに来

ておりまして、フロアからのとても貴重な

ご質問いただきましたし、その後の議論も

盛り上がったかなというふうに思っていま

す。先ほど言いましたように、このシンポ

ジウムを始めましたときには『経験値教育

と女性活躍』っていうところで始めてまい

りましたけれども、今、皆さんの意見、それ

からフロアのご意見からも出たところが先

ほどちょっと言いましたけれども、5 年た

ってこの園田学園女子大学がどういうふう

にしてつながりプロジェクト、それから経

験値教育で得てきたこと、今、取り組んで

きたことをどういうふうに継承していくの

かなというところにあるのかなというふう

に、私は聞かせていただきました。 
 その中には俯瞰して見る力っていうもの、

キーワードとしていただきました。俯瞰す

るっていうところに関しましては自分がど

っぷりその中に入っているんだけれども、

少し引いて見る。客観的に見るっていう辺

りについては自己評価の中でもできること

ですし、つながりプロジェクトのこの間、

発表会がありましたけれども、それも他チ

ームのプロジェクトがどのように動いてき

たのかっていうことを評価していくって中

で、そういう力も付けていくことができる

のかなというふうに思いますし。 
 それから 2 人の先生からいただきました

ように、しっかりと自分の経験、それを言

語化していく。つらい体験であろうが、な

んであろうが。それから飛びぬけた経験、

80



 
 

あなたにしかできない経験。そういうふう

なものの中から自分がどれだけ今、力を持

っていて何ができないのか、できるのか。

それを言語化する。それを他の人と相互理

解し合いながら、できた喜び、分かり合え

る喜びを感じられるような、そういうプロ

グラムを考えていく必要があるのかなとい

うふうに、私は少し引いたとこで見ながら

感じたところです。 
 そして目指すところっていうのは大学で

得る知識っていうのはまだ大学生の時代の

18 歳から 22 歳の間でのところなので、ま

だ浅い部分があるんだと思うんですけれど

も、それを社会人になって知恵に変えてい

く。自分の生きる人生の糧にしていけるよ

うな、そういう変換を図れるようなきっか

けづくりも、こういうふうな経験値教育の

中でのプログラムに求められるところなの

かなというふうに思います。それは自分は

自分として認識するというふうなところ、

自分の見つめ直し、自分の育ちをどういう

ふうに高めればいいのかっていうところに

最終的にはつながっていくのかなと思いま

す。 
 それについてはリベラルアーツの話も出

てきましたけれども、本当にその辺りって

いうのは私も看護学教育の真っただ中にい

て、そこら辺のところは少し弱いのかなと

いうか、弱いというのは、学生はたちは学

んでいるんですけれども、私たちの認識、

意識が弱いのかなというところを感じてい

るところなんですけれども、やはり人とし

ての基盤づくりをしていく中での教養教育

の大事さっていうのは、きょうも先生がた

のご提案の中から再認識できたところかな

というふうに思います。ですので、人とし

て育つ、育っていく、生き抜く知恵を得て

いく、生き抜く力を得るというような辺り

をキーワードとしながら、これからのこの

5 年間を糧としながらというか、基盤とし

ながら本学の教育を考えていく、発展させ

ていければというような形で、このシンポ

ジウムを閉じていきたいというふうに思い

ます。 
 大変お忙しい中、きょう登壇いただきま

した、尼崎市市長、稲村和美先生、それから

東洋学園大学学長、原田規梭子先生、本当

にどうもありがとうございました。 
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大学ＣＯＣ関連シンポジウム　報告会

年度 開催日 タイトル

3月16日（日）　地（知）の拠点整備事業 大学COCキックオフシンポジウム

2月11日（水）　地域志向教育研究報告会

8月30日（日）　地（知）の拠点整備事業 中間報告会「地域創生と経験値教育」

2月11日（木）　地域志向教育研究報告会

2月11日（土）　つながりプロジェクト2016発表会

3月4日（土） 　地域志向教育研究報告会

1月20日（土）　つながりプロジェクト2017発表会

2月10日（土）　地域志向教育研究報告会及び大学COC事業報告会

H25

　　　・基調講演「大学COC事業で大学に望む・期待すること」
　　　　　松坂浩史（文部科学省大学改革推進室前室長）
　　　・事業説明「経験値教育－経験値評価システム－」
　　　　　大江篤（地域連携推進機構副機構長）
　　　・パネルディスカッション
　　　　　船木成記（尼崎市顧問）×小林史人（尼崎商工会議所産業部長）×
　　　　　大槻真佐子（尼崎市民代表）×大江篤（地域連携推進機構副機構長）
　　　・経験値評価システムのデモンストレーション
　　　・地域志向教育研究9プロジェクト デジタルポスターセッション

　　　・地域志向教育研究10プロジェクト報告
　　　・大学COC事業 対談「子どもたちの未来に向けて－尼崎の教育の現状と課題－」
　　　　　德田耕造（尼崎市教育長）×大江篤（地域連携推進機構副機構長）

　　　・基調講演「地域創生と経験値教育」
　　　　　大江篤（地域連携推進機構副機構長）
　　　・地域志向教育研究10プロジェクトポスターセッション
　　　・経験値教育学生報告「尼崎で学んで」
　　　・地域志向教育研究フォーラム
           山田雄司（三重大学教授）×榎村寛之 (斎宮歴史博物館学芸員）×京極夏彦（小説家）×
　　　　　 大江篤（地域連携推進機構副機構長）

　・基調講演「北九州市立大学における地域連携・実践型教育の展開－地域の担い手としての大学生発
見－」
　　　真鍋和博（北九州市立大学教授）
　・地域志向教育研究10プロジェクト報告
　・大学COC事業 対談「大学と地域の今後」
　　　真鍋和博（北九州市立大学教授）×船木成記（尼崎市顧問）×大江篤（地域連携推進機構副機構
長）

　　　・講演1　「学部横断的な地域志向教育」
　　　　　中野洋平（島根大学地域未来戦略センターCOC事業部門長）
　　　・講演2　「地域志向教育における社会的コンピテンシーの育成」
　　　　　星野敦子（十文字学園女子大学地域連携推進機構副機構長）
　　　・地域志向教育研究11プロジェクト報告

　　　・21のプロジェクトを履修した学生（本学2回生）による成果発表

H26

H27

H28

　　　・21のプロジェクトを履修した学生（本学2回生）による成果発表

H29
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地域志向教育研究５箇年実績

研究代表者 研究テーマ H25 H26 H27 H28 H29

1
人間健康学部
　堀田博史 教授

１人一台のタブレット端末導入の尼崎市モデル小学校、中
学校、高校版の作成

2
人間健康学部人間看護学科
　山本恭子 教授

地域に向けた手洗い指導の拠点の構築－継続した取り組
み－

3
人間教育学部児童教育学科
　大江篤 教授

地域資源を活用したまちづくりモデル構築のための基礎的
研究

4
人間健康学部人間看護学科
　野呂千鶴子 教授

災害伝承を活用した地域防災教育プログラム構築に関す
る研究

5
人間健康学部食物栄養学科
　餅美知子 教授

健康意識の高い町・尼崎の土台づくりと食育の定着につい
て

6
人間健康学部総合健康学科
　衣笠治子 教授

庄下川の河川環境を利用した児童生徒の為の環境学習プ
ログラムの構築

7
人間健康学部人間看護学科
　林谷啓美 講師

尼崎市に住む高齢者のための運動交流プロジェクト実践と
普及－人つむぎ尼つむぎ－

8
人間健康学部
　難波宏司 准教授

学生を主体とした、地域学校への情報教育応援活動

9
人間健康学部食物栄養学科
　深津智恵美 教授

「生活」をテーマに、地域に根差した生涯学習プログラムの
開発　生活の知恵再発見（食生活、衣生活編）

10
人間健康学部総合健康学科
　木田京子 助教

尼っ子のスポーツ振興プロジェクト

11
人間教育学部児童教育学科
　影浦紀子 講師（※在籍H28迄）

地域と大学の連携・協働による子ども・子育て支援

12
人間健康学部
　吉永尚 准教授

地域日本語教育への提言－ボランティア育成の実践と課
題－

13
人間健康学部総合健康学科
　江嵜和子 教授

「地域に求められる養護教諭」養成の在り方－保健室ボラ
ンティア「保健室園女（援助）隊」の活動を通して－

14
人間健康学部人間看護学科
　竹元恵子 准教授（※在籍H26
迄）

地域と大学の連携・協働による子ども・子育て支援者の課
題解決－尼崎市における子ども・子育て支援の実態を踏ま
えて－

15
人間健康学部人間看護学科
　中村陽子 教授（※在籍H26迄）

高齢者がその人らしく安心して暮らせる尼崎づくり－高齢
者がこれまでの経験と生涯学習の成果を地域で生かすた
めの検討－
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つなGirl主催／協力イベント一覧
年度 開催日 イベント名　（協力団体名）

5月5日（月） 協力 あまテラサカス　（尼崎市青年会議所）

8月6日（水） 主催 「まるまる企画つくり」学内共同勉強会

10月18日（土） 主催
キッズフェスティバル
　 「こども×ちいき＝みらい～めちゃ×2つながるッ!～」

10月26日（日） 協力 尼芋奉納祭　（尼いもクラブ）

2月28日（土） 協力 子育て親育ちサミット　（地域連携推進機構 子育ち支援研究チーム）

2月28日（土） 協力 ヤギと行く森の冒険　（あまがさき環境オープンカレッジ）

3月28日（土） 主催 つながるパラダイス「つなが～る作戦Part1」

5月27・28日（土・日） 協力 カエルキャラバン　（尼崎市青年会議所）

5月30日（土） 協力
ひょうご女性未来会議
　　　　　　　　　　　（ひょうご女性未来会議inあまがさき実行委員会）

6月28日（日） 協力 川西市アンケート　（兵庫県川西市）

10月10日（土） 協力 森のピクニック　（兵庫県阪神南県民センター、森の会議）

10月30日（土） 協力 ヤギと一緒に秋を探そう　（あまがさき環境オープンカレッジ）

10月1７日（土） 主催
キッズフェスティバル
 　「知(しる)×尼崎＝つながる　つなが～る作戦Part2」

10月24日（土） 協力 尼芋奉納祭　（尼いもクラブ）

2月13日（土） 協力 あまらぶワークショップ　（兵庫県尼崎市）

5月28日（土） 主催 新入生とつながーる 尼崎めぐりツアー 2016

6月4日（日） 協力 エコあまフェスタ2016　（あまがさき環境オープンカレッジ）

7月1日（金）
　　～10月31日（月）

主催 熊本震災支援募金活動

10月17日（月）
　　～12月19日（月）

主催 笑顔発見！シャッターチャンス

10月22日（土） 主催
キッズフェスティバル
　 「元気なあまっこ大集合！　つなが～る作戦Part3」

10月23日（日） 協力 尼芋奉納祭　（尼いもクラブ）

12月17日（土） 主催 つながるパラダイス2「食べて、笑って、つながって、女子力up!!」

3月15日(水) 主催 チラシ作り講座

5月20日（土） 主催 つなGirlと一緒に出掛けよう！尼崎巡り♪ in 2017

6月3日(土) 協力 エコあまフェスタ2017　（あまがさき環境オープンカレッジ）

10月21日（土） 主催
キッズフェスティバル
   「Go!Go! あまっこ隊　～あまばへいざ出陣！～」

10月22日（日） 協力 尼芋奉納祭　（尼いもクラブ）

11月6日（月）
　　～11月20日（月）

主催 ボランティアの木に花を咲かせましょう

12月以降予定 主催 つながるパラダイス3

H29

H26

H27

H28

まちづくり解剖学一覧

年度 開催日 タイトル

第1回 8月8日（木） 尼崎市立杭瀬小学校と本学の連携事業～杭瀬小学校区センター構想～

第2回 10月10日（木） 尼崎市を通して学ぶ本学地域看護学教育の特色

第3回 12月12日（木） 公衆栄養～学生の実践活動～

第4回 2月13日（木） 児童教育学科の地域連携について

特別編 3月24日（月） 住み慣れた地域で安心安全に暮らすための生活環境を考える

第1回 4月10日（木） 学生地域連携推進委員会発足発表会

第2回 6月12日（木） 総合健康学科とスポーツ関連の地域連携

第3回 8月7日（木） 学生によるプロジェクトプラン発表

第4回 10月9日（木） 地域資源を生かした安心・安全なまちづくり～中間報告～

第5回 12月11日（木） 尼崎の課題解決に学生がチャレンジ！

特別編 3月19日（木） 防災・減災～女子学生からのメッセージ～

第1回 4月30日（木） 尼崎と海外を考える

第2回 6月12日（木） 平成27年度のつなGirl活動＆園田の尼崎市制100周年事業

第3回 7月23日（木） 学生によるまちづくり発表会「訪れたい街 住みたい街 尼崎」

第4回 9月24日（木） みんなのサマーセミナー「大学として関わった意見・提言」

第5回 11月12日（木） 地域とつながる大学

第6回 1月7日（木） 若者・いのち守り隊～私たちにできること～

第7回 3月11日(金)
防災・減災シンポジウム「大学が地域に発信できること、地域が大学に求める
こと」

第1回 5月26日（木） 住みたい街、訪れたい街「猪名寺」のまちづくり

第2回 7月14日（木） 「みんなのサマーセミナー」に向けて

第3回 8月4日（木） 留学生との交流を通じて異文化理解を深める

第4回 11月10日（木） 「尼いも」と園田学園女子大学

第5回 1月12日（木） 若者の自殺予防～私たちにできること～

番外編 2月25日（土） 尼崎城活用ワークショップ

特別編 3月10日（金） 災害伝承～防災・減災を考える～

第1回 5月25日（木） 「つなげよう尼崎と学生の輪」～あまがさきを私たちのホームへ～

第2回 7月20日（木） 「わがまちまちづくり」～ここが工夫のしどころ～

第3回 9月28日（木） 尼崎市の地域・学校 協働活動とまちづくり

第4回 11月16日（木） インターンシップのあれこれ

第5回 1月11日（木） まちの課題解決に取り組む『大学』

第6回 3月8日（木） 防災・減災を考える

H29

H28

H27

H26

H25
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つなGirl主催／協力イベント一覧
年度 開催日 イベント名　（協力団体名）

5月5日（月） 協力 あまテラサカス　（尼崎市青年会議所）

8月6日（水） 主催 「まるまる企画つくり」学内共同勉強会

10月18日（土） 主催
キッズフェスティバル
　 「こども×ちいき＝みらい～めちゃ×2つながるッ!～」

10月26日（日） 協力 尼芋奉納祭　（尼いもクラブ）

2月28日（土） 協力 子育て親育ちサミット　（地域連携推進機構 子育ち支援研究チーム）

2月28日（土） 協力 ヤギと行く森の冒険　（あまがさき環境オープンカレッジ）

3月28日（土） 主催 つながるパラダイス「つなが～る作戦Part1」

5月27・28日（土・日） 協力 カエルキャラバン　（尼崎市青年会議所）

5月30日（土） 協力
ひょうご女性未来会議
　　　　　　　　　　　（ひょうご女性未来会議inあまがさき実行委員会）

6月28日（日） 協力 川西市アンケート　（兵庫県川西市）

10月10日（土） 協力 森のピクニック　（兵庫県阪神南県民センター、森の会議）

10月30日（土） 協力 ヤギと一緒に秋を探そう　（あまがさき環境オープンカレッジ）

10月1７日（土） 主催
キッズフェスティバル
 　「知(しる)×尼崎＝つながる　つなが～る作戦Part2」

10月24日（土） 協力 尼芋奉納祭　（尼いもクラブ）

2月13日（土） 協力 あまらぶワークショップ　（兵庫県尼崎市）

5月28日（土） 主催 新入生とつながーる 尼崎めぐりツアー 2016

6月4日（日） 協力 エコあまフェスタ2016　（あまがさき環境オープンカレッジ）

7月1日（金）
　　～10月31日（月）

主催 熊本震災支援募金活動

10月17日（月）
　　～12月19日（月）

主催 笑顔発見！シャッターチャンス

10月22日（土） 主催
キッズフェスティバル
　 「元気なあまっこ大集合！　つなが～る作戦Part3」

10月23日（日） 協力 尼芋奉納祭　（尼いもクラブ）

12月17日（土） 主催 つながるパラダイス2「食べて、笑って、つながって、女子力up!!」

3月15日(水) 主催 チラシ作り講座

5月20日（土） 主催 つなGirlと一緒に出掛けよう！尼崎巡り♪ in 2017

6月3日(土) 協力 エコあまフェスタ2017　（あまがさき環境オープンカレッジ）

10月21日（土） 主催
キッズフェスティバル
   「Go!Go! あまっこ隊　～あまばへいざ出陣！～」

10月22日（日） 協力 尼芋奉納祭　（尼いもクラブ）

11月6日（月）
　　～11月20日（月）

主催 ボランティアの木に花を咲かせましょう

12月以降予定 主催 つながるパラダイス3

H29

H26

H27

H28
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Projects

Pro jec t 01. 04幼稚園・小学校・高等学校での効果的なタブレット活用を考えよう！
人間健康学部教授　堀田博史

P ro j ec t 02. 05地域における感染対策のための「手洗い講習会」
人間健康学部人間看護学科教授　山本恭子

P ro j ec t 03. 06地域子育て支援
人間教育学部児童教育学科教授　大江篤

P ro j ec t 04. 07庄下川環境を利用した地域住民の親水性の向上
人間健康学部総合健康学科教授　衣笠治子

P ro j ec t 05. 08地域に住む高齢者との運動交流プログラム～人つむぎ尼つむぎ～
人間健康学部人間看護学科講師　林谷啓美

P ro j ec t 06. 09地域日本語教育への提言 －ボランティア育成の実践と課題－
人間健康学部准教授　吉永尚

P ro j ec t 07. 10小学校でのプログラミング教育
人間健康学部准教授　難波宏司

P ro j ec t 08. 11子供のための郷土学習教材をつくる
人間健康学部総合健康学科教授　山本起世子

P ro j ec t 09. 12地域の学びプロデュース演習
株式会社地域環境計画研究所　若狭健作

P ro j ec t 10. 13まちづくり企画実践演習
尼崎南部再生研究室　綱本武雄

P ro j ec t 11. 14男女共同参画の視点をもった防災・防犯を考える
NPO法人男女協同参画ネット尼崎　岩田さやか

P ro j ec t 12. 15おもしろき　こともなき世を　おもしろく
NPO法人あまがさき環境オープンカレッジ　大原一憲

P ro j ec t 13. 16尼崎の森中央緑地で生き物のつながりを楽しむ環境学習を作ろう
尼崎の森中央緑地環境学習森づくりコーディネーター　石丸京子

P ro j ec t 14. 17図書館探検隊　図書館革命
同志社大学　久留島元

P ro j ec t 15. 18地域の歴史を知り、地域への誇りや愛着を育む
あまがさき市民まちづくり研究会　正岡茂明

P ro j ec t 16. 19「笑育」で21世紀型スキルを磨く
松竹芸能株式会社　宮島友香

P ro j ec t 17. 20地元企業連携による休眠知財活用アイディアの創出
国文学研究資料館　上椙英之

P ro j ec t 18. 21あまっこキャリア教育プログラムの開発
NPO法人　JAE　塩見優子

P ro j ec t 19. 22防災　Re：デザイン　ー若者が参加したくなるような防災を考えようー
龍谷大学　石原凌河

P ro j ec t 20. 23みんなでつくる展覧会
イラストレーター/絵本作家　松野和貴

P ro j ec t 21. 24尼崎の歴史・文化を世界に発信する
日本学術振興会特別研究員（PD）／東京大学　雪村加世子
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P r o j e c t
01
幼稚園・小学校・高等学校での
効果的なタブレット活用を考えよう！

● 堀田博史  (人間健康学部)

　小田桐良一  (人間健康学部)

尼崎市立教育総合センター

尼崎市立園田北小学校

尼崎市立尼崎双星高等学校

連携先

プロジェクトの特色

　情報通信技術が急速に進展する社会において、学校教育でもその技術（ICT：Information and Com-

munication Technology）を活用した授業展開が各地ではじまっています。これら教育の情報化は、

2020年度を目標にして環境整備が行われています。

　このプロジェクトは、ICT環境が整う近い将来を見据え、地域の小学校・中学校をモデル校として

協働、ICT環境を整備し、よりわかりやすい授業を展開するために、ICTをどのように授業で活用する

のかを考えていきます。

身につく力

主体性
考えぬく力

協働する力

気づく力
コミュニケーション力

分野

学校教育

地域に対してできる事

　尼崎市には、小学校41校、中学校17校、高等学校が2校あります。全国的に見れば、小学校のICT環

境は整備されている方です。しかし、中学校や高等学校は、整備が遅れているため、授業でのICT活用

事例が蓄積されていません。

　この授業を通して、学生から効果的なタブレット端末の事例をひとつでも多く提案することで、

学校現場の教員に役立てると考えます。

　また、園田学園幼稚園でも、タブレット端末のカメラやビデオ機能を活用した“遊びのプラン”を提

案して、保育の広がりを考えます。

授業計画の概要

　この授業では、学校教育におけるICT活用の方法に注目して、授業でのICT活用の方法と技術を習

得するために、(1)全国の先進的なICT活用事例を概観、(2)タブレット端末をはじめとしたICT操作技

術の習得、(3)教育現場で授業参観することでICTの活用効果を実感、(4)そしてよりわかりやすい授

業を実現するために、学生がICT活用した授業の指導案を提案します。

04

地域連携推進機構年報　第 5 号（2018. 3）　89



P r o j e c t
02
地域における感染対策のための「手洗い講習会」

● 山本恭子  (人間看護学科)

　田渕正樹（食物栄養学科）

　高橋順美（地域連携推進機構）

尼崎市教育委員会社会教育部の全ての公民館

（中央公民館/園田公民館/大庄公民館/小田公民館/武庫公民館/立花公民館）

連携先

05

プロジェクトの特色

　このプロジェクトは地域における感染対策を目的とした手洗い指導を目的としている。授業では

下記の事柄を習得できる。

1．手洗いの効果を科学的に理解する

2．手洗い指導の技術を習得する

3．講習会の運営について学ぶ

4．地域における感染対策の必要性について理解する

地域に対してできる事

　園田学園女子大学を拠点として感染対策に効果的な手洗いを広めることにより、尼崎市における

インフルエンザやノロウイルス感染症のアウトブレイクを防ぐことを目的としている。このプロジ

ェクトでは公民館との連携に於いて学生が「手洗い講習会」を開催し、、学生と地域住民がふれあう

ことにより、地域に「感染予防のための手洗い」を広めたいと考えている。

身につく力

主体性
考えぬく力

協働する力

気づく力
コミュニケーション力

分野

健康づくり
生涯学習

授業計画の概要

　1学期は、手洗いによる手の細菌数の変化について学び、手洗いを科学的見地から見つめ直し、有

効な手洗い方法についての理解を深め、手技をマスターする。また、手洗いに関する衛生教育を立案

し、学生同士で「手洗い講習会」を開催し、評価しスキルを高める。

　2学期は、プロジェクトで立案した「手洗い講習会」を地域で行い、地域住民への保健指導の意義に

ついて考察する。

　地域と園田学園女子大学の連携により、学生と地域住民がふれあうことにより、地域に「感染予防

のための手洗い」を広めたいと考えている。
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P r o j e c t
03
地域子育て支援

● 大江篤  (児童教育学科)

　藤重育子  (児童教育学科)

尼崎市こども青少年部こども政策課

尼崎市社会福祉協議会

尼崎市立立花公民館

立花「結‘Ｓ」

ＮＰＯ法人　やんちゃんこ

連携先

プロジェクトの特色

　子育て支援という取り組みは、制度的には新しいものですが、地域みんなで子育てを支えあうと

いう行為自体は新しいことではありません。また、子育て支援は、さまざまな場所でさまざまな人が

かかわって行われています。支援の内容も多様です。

　このプロジェクトでは、まず、子育て家庭の置かれている状況、子育て支援の制度と現状について

尼崎市を中心に理解し、地域踏査、フィールドワークを重ねながら地域の子育て支援の課題を明ら

かにします。そして、乳幼児期の子どもの発達について学び、教材製作、子育て支援プログラムの企

画、実践を行います。

　これらの経験を通して、子どもの発達を援助する際に、地域全体を視野に入れた在り方について

考察していきます。

地域に対してできる事

　地域の子育て中のお母さん方がどのような支援を必要としているかを調査・研究します。そのう

えで、学生の力で地域の子育て家族の方々に何ができるか、企画し、実践します。

身につく力

主体性
考えぬく力

協働する力

気づく力
コミュニケーション力

分野

子ども・子育て支援

授業計画の概要

　１学期は、連携先のゲストスピーカーの講義やワークショップによって、地域の子ども・家族を取

り巻く実態・状況、子どもを育む地域の取り組み、多様な子育て支援の場・人・活動について理解して

いきます。７月に、地域のお母さん方へのインタビューを実施し、子育て中の母親理解と求められて

いる支援を明らかにします。そして、それらの成果をふまえて、地域の子育て中の保護者と子どもを

対象とした子育て支援プログラムの企画、実践を行います。
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●衣笠治子  (総合健康学科)

尼崎市健康福祉局衛生研究所

尼崎市経済環境局環境部環境保全課環境監視センター

連携先

プロジェクトの特色

　このプロジェクトは庄下川の親水性を高めるためのさまざまなプログラムを構築実施する。河川

の側を歩き、実際に川の中を覗き込んでみると、都市河川でありながら、多様な動植物がみられる。

幼児教育、学校教育の現場にプログラムや河川の生き物などの資料を提供することで、本学学生や

地域住民にとって庄下川がより身近になり楽しめる場となってほしい。

地域に対してできる事

　庄下川は都市河川でありながら、多くの動植物が生息しており、利用の可能性はとてもおおきい。

しかし近隣の住民は、高度成長時代に汚れてしまった庄下川の印象が強く残っており、川で遊ぶ、虫

や魚をとるといった行動はあまりみられない。我々の活動を通じて、植物や動物の多様さを近隣の

児童生徒たちに紹介し、さらに親しみ深い河川とする。

身につく力

主体性
考えぬく力

協働する力

気づく力
コミュニケーション力

分野

学校教育

授業計画の概要

　1学期は水環境の基礎的な知識を学ぶと共に、実際に大学周辺の庄下川でフィールド調査(水質の

状況、生息している動植物、庄下川の持つ親水機能、立花地域の歴史など)を行う。また地域の児童を

対象とした環境や理科分野に関するイベントにボランティアで参加する。夏休み中に小学生を対象

とした親水プログラムを実施する。

　2学期は、1学期に行った調査の結果を児童生徒の環境学習に役立つようにまとめ、発信するため

の媒体を作成する。児童生徒が自分の住む地域環境を理解し、楽しみ、誇りに感じ、さらには守って

いくという意識を持つための方策を、考案実施する作業をする過程で、本学学生も同様に自らの学

んだ大学地域を理解し、楽しみ、誇りに思えるのではないかと考える

P r o j e c t
04
庄下川環境を利用した地域住民の親水性の向上
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P r o j e c t
05
地域に住む高齢者との運動交流プログラム
～人つむぎ尼つむぎ～

● 林谷啓美  (人間看護学科)

　藤澤政美  (総合健康学科)

猪名寺長生クラブ連合会

あま体操（絆）

中難波はなみずき会

社会福祉法人尼崎市社会福祉協議会

尼崎市立総合老人福祉センター

社会福祉法人きらくえん　けま喜楽苑

連携先

プロジェクトの特色

　このプロジェクトは、尼崎市に住む高齢者とともにオリジナル運動に取り組み、交流することに

より、学生の地域に関する関心を高め、多世代交流のためのコミュニケーション能力の向上を目指

します。さらに高齢者の健康について考えるとともに、自らの健康観についても深め、健康に暮らせ

るまちづくりについての考察を深める力を養います。

地域に対してできる事

　自治会等地域の方々、尼崎市立総合老人福祉センター、社会福祉法人尼崎市社会福祉協議会と連

携・協働しながらオリジナル運動に取り組み、普及することにより、地域の方々の健康づくりに努め

ます。さらに、学生の地域に関する関心を高め、多世代交流・地域のコミュニティがさらに活性化す

ることに寄与します。

身につく力

主体性

考えぬく力

協働する力

気づく力

コミュニケーション力

分野

健康づくり

授業計画の概要

　このプロジェクトでは、1．尼崎市・尼崎市に住む高齢者の特徴について学び、2．高齢者に適した運

動についての知識と技術を習得し、3．尼崎市に住む高齢者とともにオリジナル運動を実施します。

さらに、4．学生と高齢者により効果的な運動を考え、実施します。以上をふまえて、「運動活用からみ

る健康に暮らせる街づくり」について考え、地域の課題解決のための提言を行います。

08
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P r o j e c t
06
地域日本語教育への提言
ーボランティア育成の実践と課題ー

● 吉永尚  (人間健康学部)

　磯田宏子  (総合健康学科)

       藤井雅英（人間健康学部）

尼崎市教育委員会社会教育部（中央公民館 / 武庫公民館 / 大庄公民館 / 小田公民館）の各日本語学級

連携先

プロジェクトの特色

　このプロジェクトは、日本語ボランティア教室など地域の異文化交流の現場に参加する事を通じ

て、国際的な経験値を高め、グローバルな人材としての素養を身に着けることを目的としています。

　本学の交換留学生や日本語学級の外国人学習者と交流し、異文化について学び、日本語学習のお

手伝いをすることによって、基本的な日本語知識や日本語教育法を身に着け、異文化交流のノウハ

ウを学びます。本学の日本語ボランティア養成講座修了のボランティアの先生方とも交流し、具体

的な教え方を学びます。学科を横断するメンバーの自主組織としてお祭りやイベントなど地域活動

に参加し、異なった文化を持つ人たちと気軽に交流するためのいろいろなスキルを身につけます。

地域に対してできる事

　尼崎市の在住外国人の方の地域日本語教育に貢献するため、日本語ボランティア教室での学習や

イベントに参加させていただき、地域活動のお手伝いをします。また、大学と地域ボランティア、外

国人の方達の交流の仲立ちとして、人的交流を広げることで、地域日本語教育の向上に貢献します。

　グローバル社会に向けて、地域の異文化共生が課題となっていますが、一般的に異文化と接する

機会は比較的少なく、スキルを学ぶ場も少ないのが現状です。本プロジェクトでは、大学、地域教育

機関がタイアップすることで、学生が地域に住む外国人に直接対面し日本語教育を通して地域に貢

献することができます。

身につく力

主体性
考えぬく力

協働する力

気づく力
コミュニケーション力

分野

生涯学習

授業計画の概要

　1学期は、日本語・日本語教授法について基本的な知識を習得する事を目的とし、簡単な言葉を使

って外国人とコミュニケーションが取れ、日常会話を教えることができるようにします。中国や韓

国、ベトナムなど諸外国の食生活や若者文化などについても学びます。 

　2学期は、異文化理解の基本的な技術を学ぶ事を目的とし、異文化間ギャップに落ち着いて対応

し、外国人に簡単な日本語や日本文化の紹介ができるようにします。日本の伝統文化についての教

養も深め自国文化に関する素養を身に着けます。
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P r o j e c t
07
小学校でのプログラミング教育

● 難波宏司  (人間健康学部)

尼崎市教育委員会 / 尼崎市教育センター / 尼崎市小学校校長会

連携先

プロジェクトの特色

　本プロジェクトは、小学校でのプログラミング教育の推進を援助しようというものである。本学

学生が、小学校に出向き、レゴブロックから作ったロボット（レゴマインドストーム）を使って、プロ

グラミング（タブレット操作）を指導しようというものである。小学校での「プログラミング教育」

は、次期学習指導要領に記載されており、2020年度から本格実施される予定である。実施内容及び

実施科目や方法については、特に規定がなく各学校に委ねられている。これまで、小学校でのプログ

ラミング教育の実践事例は少なく、また高等学校教科情報においても、プログラミングを積極的に

取り扱って来なかったことから、現在は、効果的な指導法内容や方法についての模索が行われてい

る。プログラミング教育の意義について緒論があるが、本プロジェクトでは、世界的な流れであるIT

人材育成の一環として捉え、小学校段階での以下の内容の育成を目指すプログラミング教育を実施

していく。１）コンピュータやプログラミングの概念的しくみ　２）プログラミング的思考力　３）

ITやプログラミングに関する興味・関心　４）主体性・探究性・実験的設計的考え

　上記の目標に適する教材として、レゴマインドストームを選択した。レゴマインドストームは標

準でセンサー４基、モータ３基を有しフレキシビリティに富んだ構成となっている。またプログラ

ミングは流行しているビジュアル言語で、簡単にプログラミングが出来、プログラミングの成否が

すぐに分かる。

　これを使って、児童の主体性等を育む指導内容を構築し、小学校に提供していく。

地域に対してできる事

　小学校に対する、プログラミング教育の普及・援助。教材レゴマインドストームの貸し出し、指導

案の提供

身につく力

主体性
考えぬく力

協働する力

気づく力
コミュニケーション力

分野

学校教育

授業計画の概要

前期：レゴマインドストームの調整・プログラミング等の取得、教材作成

後期：小学校に出向いてのプログラミングの指導、教材の公開の準備、活動のまとめ

10
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12

地域の学びプロデュース演習

● 若狭健作  (株式会社地域環境計画研究所)

みんなのサマーセミナー尼崎実行委員会

尼崎市市民協働局・男女参画課

連携先

身につく力

分野

生涯学習

主体性
考えぬく力

協働する力

気づく力
コミュニケーション力

プロジェクトの特色

　学生生活で学ぶ専門的な知識や経験を、地域での学びの機会として提供するために、自らの経験

を客観視し、いかに魅力的に発信するかという編集能力やプロデュース能力が必要とされます。演

習全体を通して50分授業をまとめあげることで、学生の伝えるチカラの向上につなげます。

授業計画の概要

　地域には様々な知識や経験をもった人が多く暮らしています。しかし私たちがそうした「街のプ

ロ」のお話を聞く機会はすくなく、また「街のすごい人」たちは人知れず暮らしているものです。

　2017年の夏に開かれる「みんなのサマーセミナー」で、尼崎双星高校の校舎を使い、街の人たちが

センセイになる学校ごっこを開催します。中学生、お坊さん、社長さん、市長さんと様々な地元の人

たちとともに教壇に立ち、イベント運営を実践的に学ぶ機会とします。

地域に対してできる事

　様々な職業や立場を超えた人々からなる「みんなのサマーセミナー実行委員会」の運営にかかわ

ることで、幅広い年代の学びと出会うことができます。また本事業は尼崎市における提案型協働事

業に位置づけられているほか、実行委員会スタッフには高校生や他大学からのボランティアも参加

しており、こうした多様な年代との協働で学生ならではの力を発揮することができます。

P r o j e c t
09
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P r o j e c t
10
まちづくり企画実践演習

● 綱本武雄  (尼崎南部再生研究室)

尼いもクラブ

尼崎総氏神貴布禰神社

連携先

身につく力

分野

生涯学習

主体性
考えぬく力

協働する力

気づく力
コミュニケーション力

プロジェクトの特色

　尼崎の特産品だったサツマイモ「尼いも」の収穫祭への出展を通して、尼崎南部地域に関わりなが

ら企画立案について学ぶ演習です。単にイベントに出るだけではなく、ニーズを探り、出展に向けて

企画案を練り、実行後は検証もおこなうという一連の経験をもって、説得力と実現性の高い企画力

を身に着けます。

授業計画の概要

　前半は「郷土野菜の情報を集めて発表する」「イベントを見学して、主催者の意図を探る」といった

課題に取り組みながら、基礎的な表現力の習得と事例研究をおこない、企画立案に必要な技術を学

びます。

　後半は、尼芋奉納祭の実行委員会とともにイベントの企画立案をおこないます。会場の下見や委

員へのヒアリングを通して、イベントにどのようなニーズや課題があるかを考え、「必要と思われる

もの」を企画・実践します。企画立案においては、各人の特技や専門性を生かすことに重きを置いて

進めます。

地域に対してできる事

　尼崎市内でも屈指の人気を誇る夏祭りや、プロの噺家を呼んで開催されている地域寄席など、意

欲的な取り組みが光る神社を舞台に、地域住民の方々とともに新しい「お祭り」をつくります。神社

のある尼崎南部地域は、少子化と高齢化が進む、わが国の社会問題の縮図であるといっても過言で

はありません。そのような地域で、子どもたちに向けてできること、多世代が交流できることに、真

摯に楽しく取り組んでいきます。
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P r o j e c t
11
男女共同参画の視点をもった防災・防犯を考える

● 岩田さやか  (NPO法人男女協同参画ネット尼崎)

尼崎市女性センター・トレピエ

連携先

身につく力

分野

生涯学習

主体性
考えぬく力

協働する力

気づく力
コミュニケーション力

プロジェクトの特色

　この講義では、尼崎市の女性センターの歴史や役割を知り、女性問題や男女共同参画社会への取

り組みを学びます。女性問題や男女共同参画社会を目指すために取り組まなければならない課題

は、自分と繋がっているということに気づき、解決策を考えます。

　テーマは「男女共同参画の視点をもった防災・防犯を考える」とし、女性の視点を活かした防災対

策や、防災への女性の参画、多様性に配慮した避難所づくり等を考えたいと思います。

　授業は、学生同士のワークを中心に進めます。課題解決に向けて「自分の考えをまとめ、発表し、共

有する」プロセスを大切にします。また、女性問題解決のために各分野で活動している女性ゲストス

ピーカーの講義を予定しています。学生たちには、ミッションと責任を持って活躍する自立した女

性たちの生き方を、将来の参考にしてほしいです。

　女性センターが開催している男女共同参画週間事業（7月）、あまがさき女性フォーラム（11月）に

参画します。

授業計画の概要

地域に対してできる事

　毎年11月に女性センターが開催している「あまがさき女性フォーラム」内ワークショップで、学ん

だ成果を発表したいと思います。
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P r o j e c t
12
おもしろき
こともなき世を
おもしろく

● 大原一憲  (NPO法人あまがさき環境オープンカレッジ) 

身につく力

主体性
考えぬく力

協働する力

気づく力
コミュニケーション力

分野

生涯学習

NPO法人あまがさき環境オープンカレッジとその関連団体

大庄西中跡地活用団体「大庄おもしろ広場」とその関連団体

連携先

地域に対してできる事

　環境活動を行っている団体や人々の活動を理解し、その活動に対して助力し、元気を与えてくれ

る。

　また、「若い、女性」の観点から新しい視点で活動のよさを再評価させてくれたり、「若い市民活動」

を行う観点から改善するためのヒントとなる意見を出せる。

プロジェクトの特色

　このプロジェクトの前半では、「環境」というキーワードをもとに「あまがさき環境オープンカレッ

ジ事業」に関する事柄を題材に「尼崎市の環境基本計画」に基づいた6つの視点から活動します。

　学内での授業での話し合いを基に塚口駅前オープンスペースを利用して新しい人・もの・場と出会

い体験を通して楽しく生きるための“環境”について考えます。また、後半では「大庄おもしろ広場」とい

う社会実験の場で起きている「でき事」を通じて楽しく生きるための原理を考えます。

　知識ではなく、現場の事実から見つけ出すために科を横断した新しい仲間と仲良く協力しながら、

今後の生き方にプラスとなるものを自ら導き出すことができれば幸いです。

授業計画の概要

　1学期は、学内での授業において、新しいなかまとの相互理解を深めるために毎回違った観点から

仲間を形成し、お互いの共通意識や違いを尊重する心を醸成します。材料としては環境活動を６つ

の分野①つながり楽②リサイクル楽③しごと楽④いきもの楽⑤くらし楽⑥ちきゅう楽の観点から

お互いの思いを出し合い考えや意見を共有し、環境活動に携わる人々との対話を通してボランティ

アの世界について考えます。

　2学期は、夏休み期間中に「おもしろ広場」での現場実習体験を行い、その中で「楽しく生きる」ため

の素材を収集し、それをもとに学内において「楽しく生きるための原理」について考察を深めます。

前後期を通じて考えた内容を自らの行動にどのように活かすかを考え、」その成果をグループでま

とめ、1月20日に向けた発表できる姿にまとめていく。
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P r o j e c t
13
尼崎の森中央緑地で生き物のつながりを
楽しむ環境学習を作ろう

● 石丸京子  (尼崎の森中央緑地環境学習森づくりコーディネーター)

兵庫県立尼崎の森中央緑地パークセンター

アマフォレストの会

連携先

プロジェクトの特色

　尼崎の森中央緑地では、工場跡地の埋め立て地に地域の生物多様性を人の手によって創り出す、

新しい森づくりを行っています。タネから生き物いっぱいの森を目指す100年の森づくりは、自然資

源の乏しい尼崎にとっては、環境学習の拠点としての機能も期待されています。

　このプロジェクトは、実際の森づくりを題材にして、子どもたちが生物多様性を楽しく学び、理解

する環境学習プログラムを開発し、実際に自分たちで環境学習イベントを開催して子どもたちへ提

供する、実践的な環境学習研究を行います。

地域に対してできる事

　尼崎市は市全域が市街化区域となっており、まとまった自然緑地に乏しい環境である。子どもた

ちへの環境教育では、日々の生活の中で身近な自然と触れ合うことが非常に重要と考えられている

が、尼崎ではそのような機会に恵まれない子も多い。中央緑地の自然を利用して、生物多様性を楽し

く学べる教材を開発することで、今後環境学習の活発な利用につながることが期待される。また自

然活動のボランティア団体は年配者が多く、大学生などの若い世代が森づくりへ関心を持ち、参加

につながることで、活動の継続性を高めることができる。

身につく力

主体性
考えぬく力

協働する力

気づく力
コミュニケーション力

分野

学校教育
生涯学習

授業計画の概要

　尼崎の森中央緑地での実習を基本とします。生物多様性を創り出す森づくりの内容を理解し、子

どもたちに生き物いっぱいの森の楽しさや大切さを伝えるプログラムを企画作成します。グループ

ごとのテーマに沿って協力し合いながら作成します。また毎月開催されている子供向け環境学習イ

ベントに参加し、活動のサポートをすることで、子どもたちへの接し方を経験します。完成したプロ

グラムを、中央緑地と共催のイベントを開催し、実際に子どもたちへ提供し、その効果を検証しま

す。

16
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P r o j e c t
14
図書館探検隊　図書館革命

● 久留島元  (同志社大学嘱託講師) 

身につく力

主体性
考えぬく力

協働する力

気づく力
コミュニケーション力

分野

生涯学習

尼崎市立中央図書館

連携先

地域に対してできる事

　尼崎市においては、図書館による種々の取組の結果、近年低下傾向であった貸出冊数が増加に転

じるなど、意欲的な事業改革の成果が現れています。これに加え、市の施策方針では地域利用者のニ

ーズにこたえ、関係機関との連携を深めることが目指されています。本プロジェクトでは一年間を

通じて、地域と図書館について理解を深め、地域の資源としての図書館の魅力を発信します。

プロジェクトの特色

　地元の図書館に行ったことはありますか？　本を借りたことはありますか？　ほかにどんな本が

あるか知っていますか？　街の本屋さんに比べて、どんな魅力があると思いますか？　多くの学生に

とっては図書館といえば受験や資格の勉強をするための場所だったかもしれません。しかし、図書館

の利用がそれだけではもったいない。活動を通じて図書館の魅力を発見し、地域の資源としての図書

館の魅力をアピールできるようなプロジェクトを考えていきたいと思います。本プロジェクトは、学

生自身が主体となって図書館の魅力と役割を考え、自ら企画し、発信していくプロジェクトです。

授業計画の概要

　１学期は、まず連携先である「図書館」について学びます。すなわち、市内外の図書館の取り組みを

実地で見学し、職員や司書の方からお話をうかがいながら、図書館の役割などを学んでいきます。そ

の後、クラスをA広報、B企画の２班に分け、自分たちの活動に取り組みます。２学期以降はそれぞれ

の班に分かれ、学生主体で行動することになります。広報班は図書館をどうしたらアピールできる

かを考え、広報媒体を作成します。企画班は図書館の魅力を発信するため、学生主体のイベントを企

画、実行します。
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P r o j e c t
16
「笑育」で21世紀型スキルを磨く

● 宮島友香  (松竹芸能株式会社)

尼崎市立園田北小学校

連携先

プロジェクトの特色

　グローバル化は加速度的に進展し、多様な人と協働する社会へと進む中、変化に対応し未来を切

り開く力が大切になっています。このプロジェクトでは、まず笑いの仕組みや、メソッド化したボケ

の発想法を学習し、漫才づくりを通してゼロから新しいものをつくりあげるプログラム「笑育」※を

体験することで、学生が主体的に他者と協力し、課題を解決する力を育成します。その後、地域の子

どもたちとの交流や、学校の先生方の協力を得て、児童が「楽しく学び、主体的に、友だちと協力して

課題に取り組む」ことができる授業を考えて、実施します。学生は、実践を通して「笑育」で学んだこ

とを地域にどのように活かすことができるのかを考えます。

　※「笑育」とは松竹芸能（株）が開発した「笑い」を活用しコミュニケーション力や表現力、思考力を

育成するプログラムです。

　地域の子どもたちに、多様な人と協働し、自ら課題を発見して解決策を見出す思考力や、表現力を

楽しく育成するプログラムを実施します。

地域に対してできる事

身につく力

主体性
考えぬく力

協働する力

気づく力
コミュニケーション力

分野

学校教育

　1学期は、松竹芸能が開発した「笑育」を体験し、プロの漫才師やアナウンサーからアイデアの発想

法や発声などについて学びます。また、学生同士でコンビを結成し、漫才づくりを通してコミュニケ

ーション力や表現力などを身に付けていきます。

　2学期には、地域の小学校で児童が主体的に課題に取り組むことができるプログラムを開発、実施

します。その後、活動を通して子どもたちのコミュニケーション力育成や、主体的に課題に取り組む

ために役立つプログラムをまとめます。

授業計画の概要
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P r o j e c t
17
地元企業連携による
休眠知財活用アイディアの創出
● 上椙英之  (国文学研究資料館)

富士通株式会社

尼崎信用金庫・尼崎市中小企業

連携先

プロジェクトの特色

　このプロジェクトは富士通株式会社の持つ多くの休眠特許の内、数点の特許を開放してもらい、

その特許技術を活用した商品アイディアを、受講生の皆さんのグループワークを通して考えてもら

います。

　その後、連携先である尼崎信用金庫の支援の下、尼崎・阪神地域の中小企業をリストアップし、ア

イディアを実現できる技術をもった企業とのコンタクトを受講生主体で行い、企業からの助言を受

けながらアイディアのブラッシュアップを繰り返し、実現可能なアイディアにまで仕上げます。

地域に対してできる事

　創出した商品アイディアを用いて地域中小企業の商品化支援を行い、地域経済の活性化を目指し

ます。

身につく力

主体性
考えぬく力

協働する力

気づく力
コミュニケーション力

分野

生涯学習

　前期前半（4月～5月）は、先ず富士通株式会社からの特許の説明、アイディアを元に起業した人の

講演、尼崎市の地域課題など、アイディア創出の為の情報のインプットを中心に行います。前期後半

（6月～7月）はインプットした情報を元にしたアイディア創出と選別を行います。グループごとに選

ばれたアイディアを元に、夏休みの間に連携企業を選別します。後期は、先ず連携先中小企業訪問を

行い、10月以降、企業からの助言を得ながら発表とブラッシュアップを繰り返し、アイディアの実現

可能性を高めていき、11月後半にアイディアの完成を目指します。

授業計画の概要
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P r o j e c t
18
あまっこキャリア教育プログラムの開発

● 塩見優子  (NPO法人JAE)

尼崎市

尼崎市教育委員会

尼崎市立杭瀬小学校

同小学校区地域の皆さん

連携先

プロジェクトの特色

　このプロジェクトでは、小学校の先生方や校区の地域の方々と協力しながら、小学校におけるキ

ャリア教育プログラムを考えていきます。

　地域の子どもたちとその育ちを支える方々との出会いの中で、これからの社会や地域を担う子ど

もたちにつけたい力を考えるとともに、自分たち学生に担える役割を考えます。これは、学生自身の

キャリアを振り返ったり見通しを持ったりすることにも生きると考えています。

身につく力

分野

学校教育
子育て支援

地域に対してできる事

　小学校においてもキャリア教育の体系化を進めつつある尼崎市において、地域と協働しながらキ

ャリア教育をすすめる一つのモデルをつくります。また、毎日子どもたちに向き合う学校の先生方

と、豊富な地域資源とをつなぎ、調整する役割を学生が担います。

　1学期は、キャリア教育の基本的な考え方を学びながら、様々な立場でキャリア教育に携わってい

る方々などと出会い、そのビジョンや取り組みへの理解を深めます。また、授業づくりや授業実施の

トライアルとして、「第3回みんなのサマーセミナー」に出講し、“センセイ”として授業を行います。

　2学期は、小学校の先生方や地域の方々の意見を聴きながら、授業の企画、調整及び準備を行い、実

際に小学校で授業を実施します。実施後は、関係者からの意見を踏まえて改善案を作成し、キャリア

教育プログラムとしてまとめます。

授業計画の概要

主体性
考えぬく力

協働する力

気づく力
コミュニケーション力
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P r o j e c t
19
防災　Re：デザイン　
ー若者が参加したくなるような防災を考えようー

● 石原凌河（龍谷大学政策学部）

①阪神・淡路大震災記念　人と防災未来センター

②尼崎市中央地域振興センター

③尼崎市築地地区

連携先

身につく力

分野

生涯学習

主体性
考えぬく力

協働する力

気づく力
コミュニケーション力

プロジェクトの特色

　既往の防災ゲームやまちづくりの体験と、人と防災未来センターでの体験学習を通じて、災害か

ら命や暮らしを守るための基礎的な知識と実践力を習得することを狙いとします。また、尼崎市築

地地区でのフィールドワークや防災イベントの企画を通じて、多様な主体と協働しながら地域の課

題発見とイベントの企画実現を通じて、地域防災活動の担い手としての素養や態度を育成すること

を目標とします。

　若者が参加したくなる新しい防災のあり方を地域の方々と一緒に考えてみましょう。

授業計画の概要

　未曾有の大災害が全国各地を襲い、自然災害による被害が後をたちません。こうした災害から、か

けがえのない命や暮らしを守るためには、一人ひとりが適切な対策や行動を促し、地域全体で災害

から守ろうとする姿勢が重要です。そのため、大学生等の若い世代が防災活動に積極的に参加する

ことが不可欠ですが、ほとんどの若者が消極的なのが現状です。まさに、若者が参加したくなるよう

な防災のあり方を再構築（Re:デザイン）することが求められています。１学期は既往の防災ゲームや

まちづくり手法を実際に体験しながら、災害から命や暮らしを守るために必要となる最低限の知識

や技術を習得します。また、阪神・淡路大震災による被害とその復興や若者への語り継ぎへの方法に

ついて、人と防災未来センターでの体験学習や、尼崎市築地地区での調査を通じて考えていきます。

夏休みは、尼崎市築地地区を舞台に、地域住民の方々と意見交換を行いながら、阪神・淡路大震災の

教訓を基に、若者が参加したくなるような防災イベントを企画・運営します。２学期は、これまでの

活動を振り返りながら、活動の成果と課題についてまとめていきます。

地域に対してできる事

　防災まちあるきと被害想定に対する意見交換の機会を通して、築地地区の災害時の課題や防災資

源を発掘します。また、若者の視点による防災活動を築地地区で提案・実践することにより、新しい

防災活動の可能性について地域の方々に考えてもらう機会とします。
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P r o j e c t
20
みんなでつくる展覧会
● 松野和貴   (イラストレーター・絵本作家 )

連携先

プロジェクトの特色

地域に対してできる事

身につく力

主体性
考えぬく力

協働する力

気づく力
コミュニケーション力

分野

生涯学習
子育て支援

授業計画の概要
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P r o j e c t
21
尼崎の歴史・文化を世界に発信する

● 雪村加世子  (日本学術振興会特別研究員（PD）／東京大学)

尼崎ゑびす神社

尼崎市立地域研究史料館

連携先

プロジェクトの特色

　近年、外国人インバウンド観光客の増加を背景として、地域の文化 ・ 歴史遺産の魅力を国際発信

するチャンスが訪れている。しかしながら多様な習慣 ・ 嗜好を持つ外国人の訪問は、案内表示の多

言語対応や、宗教上食べられるものを提供する飲食店探しなど、時に思いもかけない問題を地域社

会に突きつける。

　このプロジェクトは、園田学園女子大学が位置する尼崎をフィールドとして、地域の歴史 ・ 文化

を外国人に紹介し、街歩きを楽しんでもらうにはどうすればよいかという問題を、地域 ・ 長期留学

生 ・ 日本人学生が協同して考える試みである。

地域に対してできる事

　長年日本文化の国際発信に取り組んでいる尼崎ゑびす神社や、地域の歴史・文化を保存し、伝える

活動を担う尼崎市立地域研究史料館と連携して、正確な日本文化・地域の歴史を学んで身に着け、こ

れを国際的に発信できる人材を世に送り出すことができる。

　また、3回の街歩きやグループでの調べ学習を通じて、尼崎出身の学生もそうでない学生も、これ

まで気づかなかった地域の魅力を知り、若い学生の目線で発信してほしいと考えている。

身につく力

主体性
考えぬく力

協働する力

気づく力
コミュニケーション力

分野

学校教育

　授業は長期留学生と日本人学生の合同で行われ、学内外の講師による講義、小グループによる

ディスカッションとプレゼンテーション、連携先の協力を得ての学外フィールドワークから構成さ

れる。最終的には留学生向けの尼崎の歴史文化地区（寺町、尼崎ゑびす神社）の観光案内地図を作成

することを目標としている。

　この授業では学生の主体性を重視しているため、学生の発見や興味関心をもとに、適宜グループ

学習と発表を課している。留学生と日本人学生が議論を通じて、異文化のおもしろさに気づき、自国

や地域の歴史・文化の魅力を再発見することが狙いである。

授業計画の概要
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　本学は「実学的な女子教育」を志向し、多くの学生が専門職として激しく多様に変化する社会に出ます。そこでは、

「深い教養」や「人間としての深み」が備わった人材が求められます。そのためには、専門的な内容を身につけるだけ

ではなく、主体的、能動的に学ぶ姿勢を養い、多面的、多角的に事象を捉えることが重要となります。そこで、本学が

尼崎市とこれまで培ってきた〈つながり〉の基盤にたったうえで、地域の課題解決を主眼とする地域志向科目として２

年次に設定したプロジェクト型演習科目（必修）が「つながりプロジェクト」です。この科目では、学部学科の専門領

域を越えた多分野協働の学びのコミュニティのなかで学修します。この科目は「経験値教育プログラム」の一つです。

経験値教育で目指す「経験値」は、教室で理論的なことを学んだ上で、地域での実践を通して、理論的なことが証明さ

れたり、理性的に考え、納得できたりすることによって養われます。教室で学んだことが社会でどう活かされるかを実

感することで理論と実践が結びつき、さらに次の学びへと発展していきます。つまり、経験値教育は循環型の教育とい

えます。この経験値教育で修得できる力が「経験値」です。

　「経験値」は「知識」と「知恵」、そして「知識を知恵に変える力」の３つで構成される値です。そして、学生が

「経験値」を高めたことが実感できるよう学修成果を可視化するための新しい評価システムを導入し、学生が実感でき

る指標を策定しています。経験値評価は、次の三つの評価で成り立っています。

（1）つながり評価

　「つながり評価」は、学生の正課、課外（ボランティアやサークル等）の地域活動の報告をデータベース化すること

を目的としています。学生は地域での活動毎に、活動先の目的、学生自身の目標、活動内容、活動にあたって工夫した

点を報告します。また、連携先の地域の方々に学生の活動を５段階で評価していただき、コメントを記入していただき

ます。この評価では、活動時間、つながりを持つことができた人の数、活動範囲（活動場所 Googleマップにポイントさ

れます）に応じてポイントを集積することができます。活動内容を深めるとともに、地域での活動を定量的に示すこと

により、学生の地域活動の活性化をねらいとしています。

（2）アセスメント

　「アセスメント」は、地域活動によって得られた経験値を学生の「自己肯定力」から測るシステムです。項目は127

の質問からなり、主体性・コミュニケーション力・気づく力・協働する力・考えぬく力の5つの力を測ります。評価指

標の策定にあたっては、一般に広く社会で求められるスキル、能力、考え方を網羅しながら、本学が要請する専門性の

高い進路先で求められる項目を反映する点に留意しました。在学中に定期的に行うことで、その力の成長を学生自ら確

認していきます。

経験値教育と経験値評価システム

5
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地域連携推進機構 平成 29 年度統括会議 

（地域連携推進機構運営委員会）記録 
 

出席者名簿 

【尼崎市】  

尼崎市企画財政局 立石孝裕課長、 

尼崎市企画財政局 阿部尚奈子 

【尼崎商工会議所】  

尼崎商工会議所 産業部 小林史人部長 

【尼崎市社会福祉協議会】 

 尼崎市社会福祉協議会 富奥眞二事務局長 

【地域連携推進機構運営委員】 

総合健康学科：山本起世子教授、総合健康学科： 

藤澤政美教授、人間看護学科：野呂千鶴子教授     

人間看護学科：山本恭子教授、食物栄養学科：田渕

正樹准教授、児童教育学科：衣笠知子准教授、生活

文化学科：木原禎希准教授、幼児教育学科：林理恵

准教授、児童教育学科：大江篤教授・企画運営部長 

【地域連携推進機構事務局】第 1 回目および最終回

は出席 

 教務課：西崎公哉、教務課：雑喉隆宏、企画運営

部：谷昌子、学生課：寺田豊、キャリア支援課：西

田英一、図書館：桝井かず美、地域連携推進機構：

北恭子、以下の者は議事録のため毎回出席 

地域連携推進機構：榎本匡晃、総合生涯学習センタ

ー：大野明子 

 

第１回 

メンバー 紹介、地域連携推進機構紹介 

(1) 平成 29年度大学 COC 及び大学 COC＋について 

(2) 経験値評価システムについて 

(3) まちづくり解剖学について 

(4) 地域志向教育研究応募状況 

(5) 県の地域活動の補助金について 

２.報告・その他  

・まちの相談室報告、ボランティア情報、 

・学生の活動報告等（サイネージ掲載）、つな Girl

活動報告、 

・大学等との連携による地域創生拠点形成支援事業 

・平成２９年度「大学生による地域連携推進支援事

業」募集 

・平成２９年度大学コンソーシアムひょうご神戸学

生交流委員会 

 

第 2回 

(1)平成 28 年度つながりプロジェクト成績評価につ

いて 

(2)地(知)の拠点事業 学生向けアンケート結果に

ついて 

(3)CBL 研究会について 

『経験値教育と地域創生』（仮題） 

(4)地域志向教育研究採択について 

(5)報告・その他  

・まちの相談室報告、ボランティア情報、 

・学生の活動報告等（サイネージ掲載）、つな Girl

活動報告、 

・H29 大学コンソーシアムひょうご神戸学生交流委員会 

・尼崎市史を読む会講座 

・まちづくり解剖学 

・COC+子育て高齢化領域 

 

第 3回 

(1)平成 30年度地域志向科目について（資料 1） 

(2)冊子『そのだの地域連携』寄稿について  

(3)地域志向教育研究追加採択について（資料 3） 

(4)報告・その他  

・まちの相談室報告、ボランティア情報、 

・学生の活動報告等（サイネージ掲載）、つな Girl

活動報告、 

・尼崎市史を読む会講座（5/13） 

・まちづくり解剖学（（5/25） 

・『経験値教育と地域創生』（仮題）進捗状況 

・大学用アセスメント（経験値評価システム）実施 

・立石課長からの提言 

 

第 4回 

(1)平成 30年度以降の地域志向科目について 

(2)冊子『そのだの地域連携』寄稿について 

(3)ルーブリック構築について 

(4)報告・その他 
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・まちの相談室報告、ボランティア情報、 

・学生の活動報告等（サイネージ掲載）、つな Girl

活動報告、 

・コンソーシアムひょうご神戸学生交流委員会

（6/27） 

・COC+プラットフォーム協議会（7/18） 

・大学 COC+シンポジウム（7/22 歴史と文化領域） 

・大学 COC+3 大学合同プラットフォーム（10/14 子

育て・高齢化対策領域） 

・尼崎市史を読む会講座（7/8、7/29） 

・まちづくり解剖学（7/20） 

・ニュースレター 

・政策提言発表会 

・『経験値教育と地域創生』（仮題） 

 

第 5回 

(1)平成 30年度以降の地域志向教育研究について 

(2)CBL 研究会「経験値教育と笑育」 

(3)大学 COC+3 大学合同プラットフォーム（子育て高

齢化対策領域） 

(4)社会人学びなおしのための学修ニーズ調査 

(5)報告・その他  

・まちの相談室報告、ボランティア情報、 

・学生の活動報告等（サイネージ掲載）、つな Girl

活動報告、 

・平成 30年度地域志向科目「つながりプロジェクト」 

・阪神南県民センター会合（8/3） 

・みんなのサマーセミナー（8/5、6） 

・まちづくり解剖学（9/28） 

・まちづくり解剖学 11月実施案 

・ルーブリック構築経過 

・大学等との連携による地域創生拠点形成支援事業 

 

第 6回 

(1)平成29年度地域志向教育研究報告会及び大学COC

成果報告会 

(2)COC Ｓ評価大学の視察について 

(3)報告・その他  

・まちの相談室報告、ボランティア情報、 

・つな Girl 活動報告、 

・CBL 研究会「経験値教育と笑育」（9/1） 

・地方創生アイデアコンテスト 

・まちづくり解剖学（9/28、11/16） 

・コンソーシアムひょうご神戸 

 

第 7回 

(1)つながりプロジェクト 2018 担当者案について 

(2)地域志向教育研究（案）について 

(3)報告・その他 （資料 3 各資料参照） 

・まちの相談室報告、ボランティア情報、 

・サイネージ掲載、つな Girl 活動報告、 

・つながりプロジェクト 2017 報告会 

・アセスメント（大学） 

・スポーツのまち尼崎フェスティバル（10/9） 

・COC Ｓ評価大学の視察(高知大学、くらしき作陽

大学) 

・立花「結‘ｓ」子育て支援講演会（10/22） 

・まちづくり解剖学（11/16） 

・コンソーシアムひょうご神戸 

・シンポジウム「子育て・子育ちによる地域創生」

（11/11） 

・(株)ナカムラ 体感型アトラクション玩具へのア

ドバイス 

・みんなの尼崎大学及びソーシャルドリンクス 

・「先生が元気になる集い in尼崎」（3/27 予定） 

・ＨＡＣＣＰ推進啓発講演会 

 

第 8回 

(1)短大対象アセスメント実施について 

(2)平成 30 年度つながりプロジェクト学生向け説明

会（案）について 

(3)COC アンケート実施について 

(4)報告・その他  

・まちの相談室報告、ボランティア情報、 

・サイネージ掲載、つな Girl 活動報告、 

・コンソーシアムひょうご神戸 

・ソーシャルドリンクス（12月） 

・「先生が元気になる集い in尼崎」実施概要（3/26） 

・発達特性事例検討会のお知らせ（11/24 共催） 

・日経グローカル No.327 大学の地域貢献度調査 
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第 9回 

(1)平成 29年度つながりプロジェクト発表会について 

(2)大学 COC 事業「<地域>と<大学>をつなぐ経験値教

育プログラム」成果報告会について 

(3)地域志向教育研究 平成 30年度について 

(4)平成 30 年度つながりプロジェクト・大学の社会

貢献授業について 

(5)報告・その他  

・まちの相談室報告、ボランティア情報、 

・サイネージ掲載、つな Girl 活動報告、 

・まちづくり解剖学（1月、3月） 

・「みとりのまち」主催の講演会協力要請 

・大庄西社会福祉連絡協議会協力要請 

・発達特性事例検討会 

・生活の知恵再発見 

・政策提言発表会 

・市の保健福祉センター 

 

第 10 回 

(1)平成 30年度つながりプロジェクトについて 

(2)政策提言発表会について 

(3)報告・その他  

・まちの相談室報告、ボランティア情報、 

・サイネージ掲載、つな Girl 活動報告、 

・まちづくり解剖学（3月） 

・1/20 つながりプロジェクト発表会 

・1/26 大学の社会貢献発表会 

・2/10 大学 COC 事業報告会 

・平成 30年（2018 年）度共同研究 

・1/20 生活の知恵再発見 

 

第 11 回 

(1)平成３０年度統括会議について 

(2)経験値評価システムについて 

(3)報告・その他  

・まちの相談室報告、ボランティア情報、 

・サイネージ掲載、つな Girl 活動報告、 

・まちづくり解剖学（3月） 

・大学コンソーシアムひょうご神戸学生委員会 

・1/27 神戸市看護大学 COC 事業シンポジウム 

・1/29 あまがさきタイムズ掲載企業訪問取材 

・2/10 園田学園女子大学 COC 事業報告会、シンポジ

ウム 

・2/13 政策提言発表会 

・2/18 地域再生大作戦（県） 

・2/18 つながるパラダイス 3 

・2/22 小大連携 清滝小学校（豊岡市） 

・3/2 外部評価委員会 

・3/3,4 COC/COC+全国シンポジウム（高知大学） 

・平成 30年度あまらぶチャレンジ事業 

・阪神南地域ビジョン委員募集 

・『経験値教育と地域創生』 

・香美町 小代講演会 

 

第 12 回 

(1)経験値評価システムについて 

(2)大学 COC 総括について 

(3)COC+について 

(4)2018 年度地域連携事業概要 

(5)報告・その他  

・まちの相談室報告、ボランティア情報、 

・つな Girl 活動報告、 

・大学コンソーシアムひょうご神戸学生委員会 

・1/29 あまがさきタイムズ掲載企業訪問取材報告 

・2/10 園田学園女子大学 COC 事業報告会、シンポジ

ウム報告 

・2/13 政策提言発表会報告 

・2/18 地域再生大作戦報告（県） 

・2/22 小大連携 清滝小学校（豊岡市）報告 

・3/2 外部評価委員会報告 

・3/2,3 COC/COC+全国シンポジウム（高知大学）報告 

・3/8 まちづくり解剖学報告 

・「支え合い」を育む人づくり支援事業 

・『経験値教育と地域創生』 

・3/18 香美町 小代報告会 

・3/20 兵庫県阪神南県民センター 

・3/26 先生が元気になる集い inあまがさき 

・3/29,30 在学生対象アンケート 

（地域連携推進機構 榎本匡晃） 
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短期大学教育 第��号
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3 ● 短期大学教育のグランドデザイン
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● 短期大学教育のグランドデザイン
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